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　文化推進部は、2007年に「早稲田文化の発信」とそれを

通した「社会への貢献」の担い手として設置されました。従

来から独自に発展してきた演劇博物館、會津八一記念博物

館、大学史資料センターに加えて、文化事業センター（学生

部外局）を改組した文化企画課を含む文化推進部が早稲田

における「文化の束」として一体となり、早稲田大学の文化事

業を広く展開してきています。

　これまで各機関で蓄積されてきました文化財、歴史的資

料を保存・研究し、学内外に公開することが強く望まれてき

ました。本学が所有する貴重な文化資源を教育・研究にお

いて有効活用し、その成果の向上を積極的に図り、また、展

覧会や各種イベント等を通して資源の公開を行い、社会貢

献活動を推進してきました。本学では上記の分野にとどまら

ず、「科学」や「スポーツ」、学生による課外活動の成果等も

早稲田文化を強力に築き上げ、それぞれが語るべき伝統を有

しております。これらをも組み込んで、「早稲田文化」の発信

力の強化を強力に推し進めていきたいと考えています。

＊

　現在、早稲田大学では、2032年の創立150年に向けた中

長期計画「Waseda Vision 150」を策定し、20年後を目標に

理想の大学像を打ち立てる各種プロジェクトを検討・実施し

ています。文化推進部においては、本学の文化活動や文化資

産を海外に積極的に紹介する展開や大学が所蔵する貴重な

文化資源をより有効に管理・公開するためのシステム作り、

また、地域との連携のさらなる強化のために具体的な方策を

講じつつあります。その議論と活動の中で明らかになってき

たことは、学生、卒業生、教職員、地域の人々、そして広く早稲

田大学に関わる人々が、大学に対する愛着や誇りを感ずるよ

りどころが、早稲田大学の歴史、文化の蓄積のなかにあると

いうことです。おそらく、このことは広く一般社会と早稲田大

学との関係についてもいえるのではないでしょうか。「早稲田

文化」を発信することによって、早稲田大学に対する親近感

そして大学の存在そのものに対する深い信頼感を、本学の

校友だけではなく、広く社会一般の方々にも強めることにな

ると考えます。社会における大学の存在意義は、何よりもま

ず教育・研究にあるのはもちろんですが、そこから生成される

「文化」の力が大学と社会の結びつきをより強め、ひいては

社会の豊かさに貢献する、そこに文化発信および大学と社会

との交流の意味、さらには文化推進部の真にして無二の役割

があると確信しております。

　最後になりましたが、今後とも本学の文化事業へのご理解

とご支援を心からお願い申し上げます。

早 稲 田 文 化 の 発 信 　 　 文 化 推 進 部 年 報 2 0 1 2 年 度 版 の 刊 行 に あ た って

ご 挨 拶

文化推進部門総括理事　　藁 谷　友 紀
（教育・総合科学学術院教授）

文
化
推
進
部
門
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　本学文化推進部は、2012年度にも多種多様な文化事業を

実施しました。まず4月に、いまや恒例ともなった「早稲田狂

言の夕べ」が実施され、人間国宝・早稲田大学芸術功労者

の野村万作様、ご子息の野村萬斎様による公演が行われま

した。6月には学生が主体的に企画運営する、「早稲田学生

文化・芸術祭」、夏休み中に入り、地域交流事業として長野

県軽井沢町、千葉県鴨川市での「おもしろ科学実験教室」、

10月の早稲田文化芸術週間、また、12月から1月にかけては

「早稲田大学芸術功労者 阿刀田高展－短編小説を知って

いますか」、講演・朗読会「小説のカレードスコープ－『大き

な夢』を開いて」が開催されました。一方で、新たな地域交

流事業として、會津八一記念博物館が早稲田キャンパスで催

した「大久保山－浅見丘陵の土地利用史－」をまさしく展示

品が出土した地域である本学本庄キャンパスでも実施しまし

た。本庄市教育委員会のご協力を得て、延べ1,060人の地域

の方々にご来場いただきました。

　その他にも、文化推進部の関係三機関（演劇博物館、會

津八一記念博物館、大学史資料センター）も、文化資源の活

用を推進するとともに研究面でも特色ある取り組みを展開

しています。

　演劇博物館では、従来の活動に加えて、グローバルCOEの

後継事業として、文部科学省より「卓越した大学院拠点形成

支援補助金」が交付され、活発な活動が展開されてきまし

た。

　會津八一記念博物館では、常設展示および企画展示に加

えて、ギャラリートーク等も実施し、好評を得ています。

　大学史資料センターでは、今年度も「大隈重信と小野梓　

建学の礎」展等、本学の歴史に関する企画展を開催し、また

「早稲田大学百五十年史」編纂委員会の活動も順調に進行

しております。

　この他にも本年報には、文化推進部関係諸機関において

行われた文化活動の詳細を掲載していますので、ご参照くだ

さい。

＊

　早稲田大学には、日頃公開されていない多くの貴重資料

が収蔵されています。早稲田文化の基盤となるこれらの資料

の収蔵環境を改善するとともに、展示スペースを確保してい

くことが課題となりますが、インターネットを活用した「文化

資源アーカイブス」の整備を進めていくことが今後の課題と

してあげられています。

　今後とも本学の文化事業へのご理解とご支援を心からお

願い申し上げます。

文 化 推 進 部 の 動 き（ 2 0 1 2 年 度 ）

ご 挨 拶

文化推進部長　　十 重 田　裕 一
（文学学術院教授）

文 化 推 進 部

文
化
推
進
部
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　2012年は、グローバルCOE事業が3月に終了し、ややゆとりが

出来た一年であった。9月には2004年4月以来、私と二人三脚で

本館の運営に尽力された秋葉裕一副館長（理工学術院教授）が

任期満了で退任し、岡室美奈子文学学術院教授にその後任をお

願いした。2013年3月には竹本自身が退任し、4月よりは岡室美

奈子館長、児玉竜一副館長（文学学術院教授）の新体制が発足す

る。今後も変わらぬご支援をお願いする。

　以下に2012年度の活動概要を略記する。

　展示活動は、通常展（複数回の展示替えを行った）に加えて12

回の企画展が開催され、13年3月開始の3回分は年度をまたいで

の長期展覧会である。日本の古典演劇・近代演劇・映画に関する

企画を初め、イギリス・メキシコ・ロシア・韓国の諸国における演

劇事情の紹介もしくは交流を紹介する国際展も含む。いずれも国

際交流基金をはじめ多くの個人・機関各位よりご支援・ご協力・ご

共催頂いている。改めて謝意を表する。

　演劇講座も、共催事業を含め12回の講演やシンポジウム等

が開かれ、多数の聴衆が参加した。新宿区による文化庁補助事業

「日本の伝統演劇体験講座」も2度にわたり本館の企画として開

催され、区内在住の外国人子弟を対象に、本館館員や講師による

ワークショップを行った。

　寄贈に関しては、舞台人としては淡島千景・滝沢修・久保栄の

三氏の遺品が寄贈され、本学関係者としては、野崎韶夫（欧陽予

倩書簡類）・郡司正勝（自筆ノート類他）・栗田直躬（能面・民俗仮

面）各教授の遺品や遺愛品の寄贈があった。また能面作家の堀

安右衛門・伊藤通彦の両氏より今年も能面・狂言面の寄贈を頂い

た。さらに映画俳優・池部良御後室より指定寄付を頂戴してもい

る。年度末には寺山修司資料の大量寄託の話がほぼまとまり、受

け入れ準備中である。

　グローバルCOEの後継事業として、文部科学省より「卓越した

大学院拠点形成支援補助金」が交付され、2012年12月下旬より

翌年3月末までという厳しい日程ながら、本学文学研究科博士後

期課程学生の中で、演劇・映像に関わる研究を行う27名のRAを

雇用し、また同様の条件で国内外を問わず、32件の学会発表旅

費支援・調査出張旅費支援を行い、RAに関しては19本の査読付

き論文を中心とする論文集を刊行した。さらに海外からの招聘講

師による公開講座2件、客員次席研究員6名の雇用による博士後

期課程学生への教育支援などを行った。

　今年四年目を迎えた共同利用・共同研究機関「演劇映像学連

携研究拠点」は、学内外の業務参加者116名、研究協力者141名

のお力添えを得て、8件のテーマ研究、10件の公募研究を実施し

た。また10月末から11月初旬の3日間のストラスブール大学・ア

ルザス・欧州日本学研究所との共催にかかる「演劇と演劇性」のよ

うな国際シンポジウムを含む、19回の公開研究集会を開催した。

拠点ホームページ上に研究報告一覧がある。テーマ研究の「演劇

研究基盤整備・舞台芸術文献の翻訳と公開」プロジェクトによる

ホームページデータベース上での翻訳文献公開については、主

に東南アジアの演劇論を中心に資料が追加された。

　学術振興会より重点データベースの指定を受けた「演劇情報

総合データベース」は、試験公開中のものも含め、現在26件の

データベースが稼働中である。本田安次名誉教授の旧蔵書8680

点の全貌を示した「本田安次蔵書目録データベース」などの新情

報の他、既存データベースの内容充実も図られている。

　なお若手研究者によるエクステンションセンター演劇博物館連

携講座「手に取ってみる演劇博物館のたからもの」等の設置も本

年の新たな動きであった。

　演劇博物館創立の翌年に逍遙の個人財産・印税収入を基金に

設立された財団法人逍遙協会（国劇向上会を後に改称）が、本年

9月を以て正式に閉鎖された。逍遙の著作権の消失後には収入の

目処が立たず、財政的にこれ以上活動を続けていくことが不可能

となり、昨年度を以て財団法人格を返上した。長きにわたり演劇

博物館を陰に日に支えてくれたありがたい組織であった。なお財

団の坪内逍遙研究の集大成として、『坪内逍遙新集』を企画し、早

稲田大学出版部より2013年3月に第1期分『坪内逍遙書簡集』全

6巻が刊行された。逍遙宛ての諸家の書簡二千点余りを翻刻し、

解題を付したものである。なおこの他、本館出版事業に『大学文化

資源の情報発信』（八木書店 3月）もある。

坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館 の 動 き（ 2 0 1 2 年 度 ）

ご 挨 拶

坪内博士記念演劇博物館前館長　　竹 本　 幹 夫
（文学学術院教授）

坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館

坪
内
博
士
記
念
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物
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　大学が最先端の教育・研究を世界に発信すると同時に、人

類の知的遺産を精神的物質的な意味で保存修復して次世

代に伝える使命を担っているとすれば、University Museum

はUniversity Identityを形成する重要な環をなしている。こ

の方向性において、演劇博物館と当博物館の二つのMuseum

（および大学史資料センター）を有する早稲田大学は、国際

基準を十分に満たしているといえるだろう（規模は異なるが

Harvardには三つ、Sorbonneにはたしか二つの大学博物館・

美術館がある）。それぞれが坪内逍遥と會津八一という偉大

な先人の名を冠していることは、日本を代表する私立大学と

しての伝統と風格にふさわしいものである。

　1928年創立の世界的知名度を誇る演博に比べれば、まだ

15年の歴史しかもたないAizu Museumは、ようやく少年期を

迎えたばかりではあるが、歴代館長やスタッフの尽力で東洋

美術、考古学、近代美術の主要三分野において着実な歩み

を遂げつつあり、2004年に富岡重憲コレクションが加わって

館の構成に深みと広がりが増すことになった。また早稲田大

学創立70周年、100周年、創立125周年などさまざまな機会

に美術家や篤志家から寄贈された多くの優れた美術品が当

館の貴重な財産となっていることは、すでに前年度の報告で

薮野健前館長が述べられたとおりである。

　それでは、2012年度の主要な活動の一端を要約して挙げ

ておこう（現館長は2012年秋就任のため、企画は前館長時

のものである）。

1）「絵をよむ言葉 ― 美術批評家　坂崎坦・坂崎乙郎のあつ

めた絵画／2012年5月21日（月）～7月7日（土）／早稲田大

学で教鞭を取られた坂崎坦、坂崎乙郎父子の貢献によって

寄贈された絵画コレクションを展示し、美術批評家としての

お二人の功績を振り返った。

2）早稲田をめぐる画家たちの物語 小泉清・内田巖・曾宮一

念・中村彝／2012年9月24日（月）～11月10日（土）／旧制

早稲田中学教員時代の會津八一に教えを受けた小泉清・内

田巖・曾宮一念等の画家たちを取り上げ、彼らの集う場所で

あった昭和初年の目白・落合文化村の歴史にも視野を広げ

て、山手と下町に加わった文化発信の場面としての「郊外」に

も注目した。関連企画のシンポジウムには学外から批評家川

本三郎氏に講演いただいた。

3）「大久保山―浅見丘陵の土地利用史―」／2012年11月

16日（金）～2013年1月12日（土）／早稲田大学本庄校地内

に位置する大久保山遺跡の出土資料や調査当時の図版資

料を展示した。同展はその後本庄でも開催され、地域との連

携が深まった。

4）春城をめぐる印人たち／2012年10月1日（月）～11月17日

（土）／市島春城（初代図書館長）コレクションから印人吉田

半迂、5世濱村蔵六・初世中村蘭臺の印章を選んで展示した。

また、学外機関との交流では、当館所蔵の大作「羅馬使節」

（1927年前田青邨筆）がローマ国立近代美術館で開催さ

れた「近代日本画と工芸の流れ　1868-1945」展に出品され

（2013年2月26日～4月1日）、少年使節伊東マンショが絵

画の世界ながら数百年ぶりにローマを「再訪」することになっ

た。さらに新潟市會津八一記念館主催「會津八一の歌を映す

―第6回秋艸道人賞写真コンテスト」の秋艸道人賞・入賞作

品(写真パネル) の展示を今回初めて当館で行った（展示は

2013年4月だが企画は2012年度)。

　最後に、博物館の社会貢献について少しだけふれておき

たい。Waseda Vision 150にも記されているとおり、当館は大

橋一章元館長を中心に、在学生と社会人の交流が可能にな

る「汽水域」のアイディアの実践に取り組み、すでに学芸員講

座などの実績があるが、今後もさらに視野を広げつつ早稲田

文化の社会的発信源の一つとしての活動を進めたいもので

ある。2012年度には、館のコレクションから10点を選んで概

説した小冊子「會津10選Aizu Select 10」を発行したことなど

も、そのためのささやかな一助となれば幸いである。

會 津 八一 記 念 博 物 館 の 動 き（ 2 0 1 2 年 度 ）

ご 挨 拶

會津八一記念博物館館長　　塚 原　史
( 法学学術院教授 )

會 津 八 一 記 念 博 物 館

會
津
八
一
記
念
博
物
館
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　大学史資料センターは、早稲田大学の歴史、創設者大隈重信および関係者の事績を明ら

かにし、これを将来に伝承するとともに、比較大学史研究を通じて、本学の発展に資すること

を目的としています。2009年度から、オープン教育センター設置科目として「早稲田学」を開

設し、大学教育の一環としての自校史教育を担っています。2010年度から開始された百五十

年史編纂事業では、その事務を担当しています。

（1）資料の収集・整理と保存・公開

引き続き本学の文書および本学関係者に関する資料を整理し、保存・公開をすすめま

した。2012年度には、安部磯雄資料412点など20件の寄贈がありました。また、百五十

年史編纂事業（後述）とも関連して、「写真データベース（戦後編）」の公開を準備しました。

（2）資料の閲覧・複写サービスとレファンス

120-4号館地階のレファレンスルームにおいて所蔵資料の閲覧・複写サービスを行っ

ています。高等教育に関する出版物・関係資料の閲覧は、従来、大隈会館地階のレ

ファレンスルームで対応してきましたが、大隈会館棟のセキュリティ強化の一環とし

て、2011年９月に120-4号館レファレンスルームに移転・統合しました。このためス

ペースの狭隘化が深刻な問題となっています。資料の刊行物等への掲載希望は引き

続き多くあり、その可否を判断しました。

（3）企画展示・講演会等の開催

①大隈記念室（2号館 1階）： 2007年10月にリニューアルした常設展示

により、大隈重信の遺品類や厳選した資料を通して大隈の生涯を描き出しています。

2012年度は、８月全日、冬休み、入試期間を除き開室し、15,000人を越える入場者

がありました。

②春季企画展：卒業式・入学式を中心とする３月下旬から４月下旬に開催してお

り、2012年度は東日本大震災の影響をうけて延期していた「戦地に逝ったワセダの

ヒーロー―松井栄造の24年―」を、2012年３月21日から４月21日までの1ヵ月間、

會津八一記念博物館企画展示室で開催し、2,000人を越える入場者がありました。ま

た、2013年度に向け「ペンから剣へ―学徒出陣70年―」を企画し、2013年３月25日

から開催しました。

③受贈資料展：６月下旬から８月初めにかけ、前年度に校友・大学関係者から寄

贈された資料の一部を展示するとともに、資料を通して本学のあゆみを紹介していま

す。2012年度は、６月22日から８月５日まで、「早稲田の群像とその資料」と題し、大

隈記念タワー 125記念室で開催しました。

④秋季企画展：通例、ホーム・カミングデーと創立記念日の時期を中心に、本学の

歴史に関する企画展を開催しています。2012年度は早稲田大学創立130周年記念とし

て、10月９日から11月10日まで、大隈記念タワー125記念室で「大隈重信と小野梓建学

の礎」展を開催しました。また、これに連携する講演会として、11月５日、「建学の礎を見

つめ直す―大隈重信・小野梓と東京専門学校―」を大隈小講堂で開催しました。

（4）出版・刊行事業

①『早稲田大学史記要』：年１回、発行しています。2012年度は、第44巻（Ａ５

判、424頁）を発行し、また、Web（図書館運営の「早稲田大学リポジトリ」）でも公開しました。

②『大隈重信関係文書』：大隈重信宛の書翰6000通余を解読・編集し、差出

人別の50音順に収録・刊行しています。2004年10月の第１巻以来、毎年１巻ずつ刊

行し、2012年度刊行の第９巻では、福沢諭吉22通、前島密74通、松方正義99通な

ど、198名・808通を収録しました。全11巻の予定で、これによって大隈をめぐる膨大

な人的ネットワークと、多種多様な意思と情報の交差状況が浮き彫りにされます。

（5）自校史教育の展開

①「早稲田学」：2012年度も、オープン教育センター設置科目として「早稲田学」

を開講し、学生に対して「創設者大隈重信」（前期、登録者150名）と「近代史のなかの

早稲田大学」（後期、登録者208名）を講義しました。また、同志社大学・早稲田大学連

携講座（2013年度カレントトピック）の開設に協力し、開講準備をすすめました。

②新入生向け教育プログラム：2011年度に引き続き、オンデマンド講義

「わせだライフＡＢＣ」のテーマ８「早稲田大学の歴史を学ぶ」を担当しました。

（6）百五十年史編纂事業

大学史資料センターが委員会事務を担当し、基礎作業をすすめています。2012年

11月開催の編纂専門委員会での検討を踏まえ、12月開催の編纂委員会において

『百五十年史』の構想・構成、資料調査・収集の方針などについて協議しました。また、

「早稲田人名データベース」の作成をすすめ、公開を開始しました。

（7）協力事業

各地域・団体の要請に応える協力事業として、2012年度は佐賀市大隈記念館で開催

された「大隈祭」（5月13日）に講師を派遣し、遠州稲門会・磐田市立図書館主催の早

稲田フェスタin遠州2012企画展示「戦地に逝ったワセダのヒーロー―松井栄造の24

年―」に協力しました。また、国立女性教育会館女性アーカイブスセンター企画展示

「建築と歩む―チャレンジした女性たちからチャレンジする女性へ」、早稲田大学會

津八一記念博物館富岡重憲コレクション展示室「春城をめぐる印人」、衆議院憲政記

念館平成24年特別展「昭和、その動乱の時代－議会政治の危機から再生」、佐賀市

大隈記念館企画展「近代郵便制度のあゆみ」の開催に協力しました。　

大 学 史 資 料 セ ンター の 動 き（ 2 0 1 2 年 度 ）

ご 挨 拶

大学史資料センター所長　　大 日 方 　純 夫
( 文学学術院教授 )

大 学 史 資 料 セ ン タ ー

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
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1. 演劇博物館

（1） 研究活動

①卓越した大学院拠点形成支援補助金
１．事業の趣旨

４．実施担当者一覧　20名

５．客員次席研究員　6名

６．ＲＡ　2013年1月7日～3月31日　27名

２．事業の期間　2013年1月1日～2013年3月31日 ３．交付額　41,570,000円

グローバル化が急速に進む知識基盤社会において、国籍を問わず優れた人材の獲得競争が激化する中、少子高齢化が進む我が国が、
将来にわたって持続的に成長し、人類社会の発展に貢献していくためには、優秀な人材を惹きつけ、未知の課題を世界に先駆けて克
服知のフロンティアを拓く優秀な研究者を輩出することが不可欠である。
本事業は、優れた研究基盤を活かし高度な教育と研究を融合する卓越した拠点を有する大学に対し、博士課程の学生が学修研究に専念
する環境を整備するために必要な経費を支援し、もって、優秀な学生を惹きつけ、世界で活躍できる研究者を輩出する環境づくりを推進
することを目的とする。

文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

出
品
・
展
示
協
力

講　師 専攻・コース

1 竹本　幹夫 文学研究科人文科学専攻　日本語日本文学コース

2 岡室　美奈子 文学研究科人文科学専攻　表象・メディア論コース

3 秋葉　裕一 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

4 岡崎　由美 文学研究科人文科学専攻　中国語中国文学コース

5 小松　弘 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

6 武田　潔 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

7 平林　宣和 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

8 藤井　慎太郎 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

9 丸本　隆 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

10 小田島　恒志 文学研究科人文科学専攻　英文学コース

講　師 専攻

1 上田　学 美学・美術史　映像学、映画史、文化財科学

2 奥　香織 文学・ヨーロッパ語系文学　18世紀フランス文学・演劇・思想、現代フランス語圏舞台芸術、日仏演劇交流史

3 菊地　浩平 ヨーロッパ語系文学　18～20世紀の英国の人形劇における身体研究

4 景　英淑 各国文学・文学論　アイルランド・イギリス演劇、演劇論（特にサミュエル・ベケット論）

5 鈴木　美穂 ヨーロッパ語系文学　現代イギリス演劇、キャリル・チャーチル研究

氏名 専攻 推薦者

1 石坂　安希 宝塚歌劇団におけるレビュー研究 鈴木　晶

2 伊藤　亮太 表象・メディア論 藤本　一勇

3 イブラギモワ　エレーナ 20 世紀初頭ロシア演劇　日露演劇総合影響 岡室　美奈子

4 梅宮　悠 英国ルネサンス演劇 冬木　ひろみ

5 川﨑　佳哉 映画研究 長谷　正人

6 木原　圭翔 映画理論 武田　潔

7 金　昭賢 日本近世演劇（人形浄瑠璃文楽） 児玉　竜一

8 小泉　勇人 エリザベス朝およびジェイムス朝演劇 冬木　ひろみ

9 近藤　弘子 日本文学 竹本　幹夫

10 斎藤　慶子 バレエ史 伊東　一郎

11 齋藤　理恵 美学・美術史（映像）・社会学 草原　真知子

12 鹿野　祐嗣 表象文化論、現代思想 藤本　一勇

13 渋井　君也 中国語中国文学 岡崎　由美

14 鈴木　啓文 映画研究 長谷　正人

15 關　智子 西洋演劇研究 藤井　慎太郎

16 高橋　かおり 社会学（文化生産論・文化社会学） 山田　真茂留

17 谷口　紀枝 日本映画史、無声映画、新派映画における物語発達研究 小松　弘

18 田村　奈穂子 英文学 小田島　恒志

19 辻　佐保子 アメリカン・ミュージカル研究、ミュージカル映画研究 岡室　美奈子

講　師 専攻・コース

11 貝澤　哉 文学研究科人文科学専攻　ロシア語ロシア文化コース

12 澤田　敬司 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

13 坂内　太 文学研究科人文科学専攻　表象・メディア論コース

14 十重田　裕一 文学研究科人文科学専攻　日本語日本文学コース

15 長谷　正人 文学研究科人文科学専攻　表象・メディア論コース

16 藤井　仁子 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

17 冬木　ひろみ 文学研究科人文科学専攻　英文学コース

18 水谷　八也 文学研究科人文科学専攻　英文学コース

19 和田　修 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

20 児玉　竜一 文学研究科人文科学専攻　演劇映像学コース

2013年1月1日～3月31日

2013年1月1日～2月28日
講　師 専攻

1 李　宛儒 史学一般　近代台湾演劇史・日本植民地研究・比較演劇
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８．ＲＡ論文　19名

７．出張　のべ32名

文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

出
品
・
展
示
協
力

氏名

1 梅宮　悠 " エリザベス朝・ジェイムズ朝に於ける演劇検閲の実態
――トマス・ミドルトンの『チェスゲーム』をめぐって――"

2 馬　玉晶 "“Shakespearean Texts” in Japanese Manga:
Versions of King Lear,  The Merchant of Venice, Macbeth, and Hamlet in Manga de Dokuha Series"

3 辻　佐保子 "“Time is Precious Stuff ”
――ミュージカル『オン・ザ・タウン』における時間表象についての考察――"

4 藤原　麻優子 "“Is It the Effect of Music?”
――ロジャース＆ハマースタインの「失敗作」Allegro における人物描写とドラマの所在――"

5 イブラギモワ
エレーナ

" メイエルホリドとその「ダブル」（分身）
――『見知らぬ女』の演出における「プロセニアム・召使い」を巡って――"

6 鹿野　祐嗣 未来の演劇と新しい哲学

7 伊藤　亮太 "『事の次第』を読むモーリス・ブランショ
――サミュエル・ベケットにおける「分身」と「演劇」――" 

8 關　智子 " 消え去る登場人物
――マーティン・クリンプ『アテンプツ・オン・ハー・ライフ』における話し手の重要性――"

9 田村　奈穂子 『コペンハーゲン』における記憶と時間

10 斎藤　慶子 "「チャイコフスキー記念東京バレエ学校」
理事長林広吉の活動（1960-1962）――ソ連文化省資料をもとに――"

11 柳下　惠美 " フランスにおけるダンカン舞踊とその変遷
――リザ・ダンカンと彼女の弟子の活動を中心に――"

12 谷口　紀枝 " 初期時代の日本映画における演技形態の変遷
――型の演技から表情の演技へ――"

13 木原　圭翔 " 相貌のない女
――スタンリー・カヴェルの『ステラ・ダラス』論における「瞬間」の批評――"

14 川﨑　佳哉 " 冷戦期のオーソン・ウェルズ
――『アーカディン氏』論――"

15 鈴木　啓文 " なぜ映画で動物が問題となるのか
――アンドレ・バザン、死、偶然性――"

16 松岡　まり江 橘守国画『謡曲画誌』小考

三 渋井　君也 『紅楼夢』続書における戯曲

二 原田　真澄 近代文楽の太閤記物と時局物上演にみるナショナリズムとその展開

一 柳川　響 平安時代の猿楽に関する一考察

氏名 期間 出張先

1 石坂　安希 13/1/10-13/1/13 大阪

2 辻　佐保子 13/1/13-13/1/16 大阪

3 石坂　安希 13/1/17-13/1/20 大阪

4 藤原　麻優子 13/1/29-13/2/3 大阪

5 常田　槙子 13/2/4-13/2/15 スイス

6 藤原　麻優子 13/2/17-13/3/15 アメリカ合衆国

7 辻　佐保子 13/2/18-13/3/13 アメリカ合衆国

8 關　智子 13/1/24-13/2/13 ドイツ・イギリス

9 齋藤　理恵 13/1/31-13/2/5 福岡・兵庫・大阪

10 齋藤　理恵 13/2/9-13/2/19 アメリカ合衆国

11 鹿野　祐嗣 13/2/1-13/2/10 フランス

12 斎藤　慶子 13/3/5-13/3/21 ロシア

13 ノルドストロム・カール・ヨハン 13/3/6-13/3/26 アメリカ合衆国

14 鈴木　美穂 13/2/1-13/2/11 イギリス

15 髙橋　かおり 13/3/8-13/3/11 鳥取

16 石井　理 13/1/2-13/1/5 中国

氏名 期間 出張先

17 谷口　紀枝 13/3/5-13/3/20 アメリカ合衆国

18 石井　理 13/2/7-13/2/13 中国

19 梅宮　悠 13/2/25-13/3/7 イギリス

20 ノルドストロム・カール・ヨハン 13/3/27-13/3/30 韓国

21 柳下　惠美 13/3/3-13/3/14 アメリカ合衆国

22 柳下　惠美 13/2/16-13/2/27 フランス

23 イブラギモワ・エレーナ 13/2/23-13/3/4 ロシア

24 木原　圭翔 13/3/1-13/3/10 アメリカ合衆国

25 馬　玉晶 13/2/24-13/3/5 中国

26 谷口　紀枝 13/3/27-13/3/30 韓国

27 石坂　安希 13/2/20-13/2/23 大阪

28 小野　英二 13/2/27-13/3/10 インド

29 原田　真澄 13/3/2-13/3/4 徳島、神戸

30 金　昭賢 13/3/2-13/3/4 徳島、神戸

31 渋井　君也 13/3/6-13/3/12 中国

32 鹿野　祐嗣 13/3/29-13/3/31 京都

氏名 専攻 推薦者

20 ノルドストロム・カール・ヨハン 映画史 小松　弘

21 馬場　靖人 表象・メディア論、フランス現代思想、フランス科学認識論、表象文化論、式網の歴史 藤本　一勇

22 原田　真澄 人形浄瑠璃文楽 児玉　竜一

23 藤原　麻優子 アメリカ演劇（ミュージカル） 岡室　美奈子

24 馬　玉晶 シャイクスピア研究 冬木　ひろみ

25 松岡　まり江 近世絵画史 成澤　勝嗣

26 柳下　惠美 演劇映像（舞踊学） 鈴木　晶

27 柳川　響 日本中世文学 竹本　幹夫
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文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

プロジェクト活動報告
卓越した大学院拠点形成支援補助金

事業の目的
本事業は、優れた研究基盤を活かし高度な教育と研究を融合する卓越した拠点を有する大学に対し、博士課程の学生が学修研究に専
念する環境を整備するために必要な経費を支援し、もって、優秀な学生を惹きつけ、世界で活躍できる研究者を輩出する環境づくりを
推進することを目的とする（文部科学省の実施要領より）。

組織
総長を申請者とし、演劇博物館館長を実施責任者とする、責任者を含む次の20名の実施分担者（全員が文学研究科研究指導担当教員
でそれが文科省の条件）によって運営される。
竹本幹夫・秋葉裕一・岡崎由美・岡室美奈子・小田島恒志・児玉竜一・小松弘・貝澤哉・坂内太・澤田敬司・武田潔・十重田裕一・長谷
正人・平林宣和・藤井仁子・藤井慎太郎・冬木ひとみ・丸本隆・水谷八也・和田修。

拠点の概要
本補助金は、科学研究費補助金A以上の大型研究資金の代表者を3名以上擁する大学院専攻か、グローバルCOE事業の事後評価にお
いて、特Aを獲得した拠点に対して交付される、文部科学省の人材養成事業である。演劇博物館には大学院専攻に相当するシステムは
存在しないものの、グローバルCOE事業において一貫して高い評価を与えられていた実績により、交付された。本補助金をCOEの後継
事業とみなしうる所以である。文部科学省に提出した拠点概要やこれまでの特色ある取り組みに関する記述も、すべてグローバルCOE
事業における拠点概要、活動報告に基づく。
なお本事業は、交付された拠点に直接関わる在学生のみを対象とする補助事業である。もともと演劇博物館には在学生に当たる者が
在籍しないうえ、COE研究生の多くが他大学院在学生で本事業の補助対象とはならないこと、修士課程学生やポスドク生についても同
様に補助対象から外れること、という制約が存在している。そこで文学研究科在学生を直接の補助対象として、本事業を行うこととし
た。

本年度の事業内容
実質的な予算使用開始時期が、人件費が中心となるために1月上旬にずれ込むことが確実視された。そこで万全の準備で臨んですべて
に遅滞の生じないように、事務局と十分な準備態勢を固めると共に、事前に複数回の実施分担者会議を開催して、短期間で有効な事
業内容を計画することに努めた。分担者会議の審議の結果、左のような事業を実施することとした。
①1・2・3月中の三ヶ月にわたり、RAを雇用し、勉学に集中出来る環境を用意する。
②1・2・3月中の国際・国内学会での発表及び研究調査出張旅費の全額援助を行う。
③若手研究者を次席研究員に起用する。
④拠点紀要『演劇映像学2012』を刊行する。
⑤海外の著名研究者を招聘する。
⑥拠点事務運営スタッフの雇用を行う。
⑦教材として使用可能な資料類、拠点整備に不可欠の機材類・消耗品類の購入を行う。
これらの各項について、以下に略述する。

①RAの雇用について
対象学生が演劇・映像に関わる勉学に専念出来る環境を確保するべく、拠点RAに雇用し最大限の財政的支援を行うこととした。す
なわち、現行の助手給与に比してわずかに減額した程度の月額給与を支給する。勤務時間は週20時間未満とし、あらかじめ出勤曜
日と時間帯を提出させ、出勤・退出に際しては演劇博物館事務所の出勤簿に署名捺印をすることとした。出勤後は、6号館4階に開設
したRA室か、もしくは演劇博物館本館図書室や貴重書室、AVブース、学内図書館で調査を行い、事前に申し出れば学外に調査に赴
くことも可とした。勉学以外の雑用を命じられることはなく、ひたすら勉学すること、アルバイトをしている場合はそちらを中止もしく
は大幅に時間減を行ってRA職務に専念してもらうこととした。また入試による立ち入り禁止期間中でも、演劇博物館の本館やその
他の施設を利用可能とした。さらに、RA業務の中間報告として、2月15日17時締め切りで400字詰め原稿用紙換算30枚の論文を提出
することを義務付け、それらは学内査読を経て本年3月20日刊行予定の『演劇映像学2012』に掲載することとした。不採択になった
場合は、学外学術誌に卓越拠点補助金の成果として査読論文を投稿すること、それらが叶わぬ場合は2013年度演劇博物館紀要『演
劇研究』に投稿することとした。本年中に査読誌への採択が内定しない場合は、次年度のRA応募資格を原則的に失うことになる。
これらの条件を付して、演劇・映像研究に関わる研究計画を有する博士後期課程学生を文学研究科において公募したところ、27名
の応募があり、審査の結果全員を採用した。なお、後記研究出張や学会発表出張に応募することも出来るが、その場合、出張期間は
RAの勤務時間から除外する。その氏名と研究内容・分野は前出の表（10頁の6.RA）を参照されたい。

②学会発表出張・調査研究出張支援
一ヶ月未満の長期出張と、10日未満の短期出張に分け、3次にわたり希望者を公募した。最終的に学会出張6件4名、調査研究出張28
件20名、指導出張1件1名を承認した。出張先は国外・国内の多岐にわたる。

③次席研究員の採用
本学博士課程学生の研究支援のために、若手研究者6名の採用を行った。

④『演劇映像学2012』の刊行
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文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

②特色ある共同研究拠点の整備の推進事業
Ａ．「演劇映像学連携研究拠点」（括弧内は研究代表者）
 

a.テーマ研究　8件
・日本における中国古典演劇の受容と研究（岡崎由美）
・台本による歌舞伎作品復元の調査・研究（古井戸秀夫）
・舞台芸術　創造とその環境　日本／世界（藤井慎太郎）
・演劇博物館所蔵映画フィルムの調査、目録整備と保存活用（入江良郎）
・日本映画、その史的社会的諸相の研究（岩本憲児）
・演劇研究基盤整備：舞台芸術文献の翻訳と公開（秋葉裕一）
・能・昆劇の比較研究 －日中伝統演劇の現在と未来（佐藤信）
・伎楽面の総合的研究及び復元模刻制作（籔内佐斗司）

 b.公募研究　11件
・幻燈種板及び機器の画像データ作製調査（藤岡幹嗣）
・日本記録映画の生成と興隆―受容史的視点からの考察―（奥村賢）
・吉田文庫所蔵調査と吉田東伍の学問の体系的研究（江口文恵）
・文明戯の多角的研究（瀬戸宏）
・「映画以後」の幻灯史に関する基礎的研究（鷲谷花）
・寺山修司の創作― 一次資料から明らかにする活動実態―（岡室美奈子）
・河竹黙阿弥の作品研究（岩井眞實）
・近代文楽と写真・美術をめぐる基礎的研究（児玉竜一）
・19世紀末から20世紀前半のフランスにおける「絵描きの仕事」と
　舞台芸術界の美学的関連ならびに人的交流をめぐる研究（間瀬幸江）
・佐野碩と世界演劇（上田洋子）

今回は27名のRA論文の中、査読を通過できたもののみを掲載する。CDROM版も作成し、リボジトリ化をはかる。そのために事業実
施分担者の中から各分野を代表する複数名の委員を委嘱して編集委員会を設置し（委員長は武田潔教授）、編集方針を決定した。
複数の査読委員を委嘱、修正なし採用・修正採用・不採用の三段階評価で査読を行う。

⑤招聘事業
来日中のスタンリー・Ｅ・ゴンタースキーフロリダ州立大学教授を講師に、12月21日15時半より約二時間、ベケットの演劇の実験的・
先端的な上演の具体例に関する分析と考察等につき、豊富な視覚資料を駆使してご講義いただいた。
麻国鈞北京中央戯劇学院文系教授氏に、日中比較演劇論の講義を依頼し、また今後の研究計画打ち合わせ会議を行う。招聘期間
は2月15日から3月2日までの15日間。

⑥スタッフ雇用
予算執行期間が三ヶ月間と短く、嘱託職員としての雇用が出来ないため、中心的業務は演劇博物館事務所で行ってきたが、2月1日付
で吉田牧人氏、2月4日付で木谷まどか氏を雇用し、本補助金業務に専従していただくこととした。

⑦資料購入、備品・消耗品購入
拠点設備充実のための参考図書類、古典籍類、またプレゼン用の関連機材等を購入した。
今回の補助金は単年度で予算執行期間が実質三ヶ月と短かったため、業務は多忙を極めたが、短期間で優秀な人材を集めることが
出来たのは、何よりの成果である。次年度にも同様の補助金の公募があり、複数年度分が募集される由であるので、大いに期待が持
てる。（文責竹本）

（シンポジウムを含め総数 79 件）

Ｂ．演劇映像学連携研究拠点主催　公開講座

開催日・会場 タイトル 講　師

10.30、10.31、
11.1
小野記念講堂

日仏共同国際
シンポジウム
テーマ「演劇と演劇性」

竹本幹夫（早稲田大学）、児玉竜一（早稲田大学）、ダルウィン・スミス（フランス国立科学研究センター）、黒岩卓（東北大
学）、近藤弘子（早稲田大学大学院博士課程）、金昭賢（早稲田大学大学院博士課程）、サカエ・ムラカミ＝ジルー（ストラ
スブール大学、アルザス・欧州日本学研究所　※以下“CEEJA”）アントナン・ベシュレル（ストラスブール大学、CEEJA）、奥
香織（早稲田大学）、間瀬幸江（早稲田大学）、サンドラ・シャール（ストラスブール大学、CEEJA）、カロール・ エゲル（スト
ラスブール大学）、イリニ・ツァマドゥ＝ジャコベルジェ（ストラスブール大学）、イザベル・レック（ストラスブール大学）、
藤井慎太郎（早稲田大学）ジョゼット・フェラル（パリ第三大学）、鴻英良（演劇批評家）
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b.交換研究員
ツヴィカ・セルペル（テルアビブ大学　教授）
2012年5月7日～2012年6月14日
姚　春敏（山西師範大学戯曲文物研究所　副教授）
2012年12月1日～2013年5月31日
甄　洪永（山西師範大学戯曲文物研究所　講師）
2012年10月1日～2013年3月31日

ｃ.招聘研究員
アイケ・グロスマン（ハンブルク大学　准教授）
2013年2月25日～3月24日

①オープン教育センター設置科目
＜講義科目＞

「文化財研究入門」（春期） 和田修／小松弘／竹本幹夫／丹尾安
典／中川武

「現代演劇入門」（夏季集中）坂内太／水谷八也　　
「舞台美術と演劇」（春期） 竹本幹夫／坂本麻衣／寺田詩麻
＜大学院テーマカレッジ演習科目＞
演劇と映像

「現代演劇特論（入門）」（春期）秋葉裕一　
「現代演劇特論（発展）」（秋期）秋葉裕一　
「現代演劇と多文化主義（入門）」（春期）東晴美　
「現代演劇と多文化主義（発展）」（秋期）東晴美　
「日本の伝統演劇論（入門）」（春期）三宅晶子　
「日本の伝統演劇論（発展）」（秋期）三宅晶子　
「日本映画と演劇（入門）」（春期）藤井仁子　
「日本映画と演劇（発展）」（秋期）藤井仁子　
「演劇とその周辺（入門）」（前期）八木斉子　
「演劇とその周辺（発展）」（秋期）八木斉子

②教育学部の博物館実習科目への協力（週７コマ）

2. 會津博物館

（1） 研究活動

（2） 教育活動

①早稲田をめぐる近代洋画家に関する調査・研究
②江戸期の阿蘭陀関係資料（長崎版画・古地図・陶磁器）に関する調
査・研究
③戦後日本における美術の動向と美術批評に関する調査・研究
④土器の型式変化と分布に関する民族考古学的研究
⑤所蔵・寄贈資料の調査・研究

①学部等授業への協力：文学学術院、政治経済学術院、法学学術院、教育・総合科学学術院、理工学術院、芸術学校、オープン教育センター等
②博物館実習 ( 学芸員資格夏季集中講座 ) への協力：レクチャールーム、展示室での博物館実習への支援として
③他大学や中・高校生への展示説明：他大学の見学授業、修学旅行、学校見学会等課外授業見学者の受入れ
④学内外生涯教育への協力：エクステンションセンター受講生の受入、市民団体等一般見学者の受入れ
⑤展覧会におけるギャラリートークの充実

（2） 教育活動

文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

④助成金による展示会
演劇博物館では以下の外部団体より助成金を受け、展示会事業
を展開いたしました。
1）Finding Shakespeare」展

【期間】2012年10月16日～2012年12月16日
【助成団体】グレイトブリテン・ササカワ財団
【助成金（寄付金）額】600,000円
【助成対象事業名】「ファインディング　シェイクスピア
英国と日本におけるシェイクスピア受容に関する展示会開催」

2）「佐野碩と世界演劇－日本・ロシア・メキシコ“芸術は民衆のものだ”」展
【期間】2013年3月1日～2013年5月22日
【助成団体】独立行政法人　国際交流基金（知的交流会議助成プログラム）
【助成金額】1,610,000円
【助成対象事業名】「演劇で世界を変える－佐野碩のグローバル
な足跡をたどる」

③外国人研究者受入
a.訪問学者

蔡宜静（台湾康寧大学　教授）
2012年7月1日～2013年3月31日
ローレンス・コミンズ（ポートランド大学　教授）
2012年9月1日～2013年8月31日
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①早稲田学：オープン教育センター設置科目
②早稲田ライフ ABC：新入生向け教育プログラム
③中・高校生への展示説明：修学旅行・課外見学者等の受入
④学内外生涯教育への協力：エクステンションセンター他受入

3. 大学史資料センター

（1） 研究活動

（2） 教育活動

①早稲田大学百五十年史編纂
②大隈重信関係文書翻刻・編集プロジェクト：本学の所有する大隈重信関係書翰の翻刻
③比較大学史研究：高等教育研究をはじめとする比較大学史
④大学行政文書の管理保存体制：大学アーカイブズ機能
⑤所蔵・寄贈資料の調査研究

4. 文化企画課

（1） 教育活動

①第 15 回おもしろ科学実験教室 ( 軽井沢町・鴨川市 )：理工学術院との共催
②美濃加茂市学生演劇公演：美濃加茂市で演劇ワークショップと学生の演劇公演を実施
③早稲田学生文化・芸術祭 2012：学生部との共催
④講堂設備技能判定会・初心者説明会：照明設備 ( 大隈講堂・小野講堂 )、音響設備 ( 小野講堂 )・・・詳細は 47 ページを参照

文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動
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現代演劇シリーズ第 39 弾「つかこうへいの７０年代」展
3月1日（木）～8月5日（日）

演劇博物館3F　現代演劇コーナー

演劇博物館

演劇博物館で1998年から開催している連

続企画展示「現代演劇シリーズ」の第39弾

として「つかこうへいの70年代」展を開催し

た。1970年代、劇作家つかこうへいの登場

は当時の若者から熱狂的に迎えられ、「つか

ブーム」と呼ばれるほど圧倒的な支持を受

けた。展示では70年代のつかの活動をプロ

グラムやポスター、雑誌記事、舞台映像など

によって紹介した。またあわせて70年代の

日本の他の演劇資料も掲示して、その時代

の演劇状況について再考する機会となるよ

う展示を構成した。

会期

会 場

主催

展 覧会 演 劇博 物館

『坪内逍遙書簡集　全六巻』(早稲田大学出

版部、3月)の刊行を記念して開催した本展

では、逍遙が諸家に宛てた自筆書簡全80

通を2期に分けて展示した。前期は、逍遙の

朋友や門下生との交友を示す書簡、後期は

「小泉八雲と逍遙」「書簡に遺された逍遙の

演出」「熱海での活躍」のテーマ毎の書簡を

ならべ、逍遙の生涯を紹介した。

3月25日（日）～6月3日（日）

演劇博物館2F　企画展示室Ⅱ

演劇博物館

演劇博物館逍遙協会

会期

会 場

主催

協力

「坪内逍遙書簡集」出版記念　「逍遙書簡」展

展 覧会 演 劇博 物館

毎年恒例となった六世中村歌右衛門展も

2012年で8回目を迎えた。本展では、「わた

しの好きな歌右衛門」と題し、ファンにはお

なじみの人気ブロマイドや歌右衛門特集号

の雑誌をはじめ、知友たちより贈られた得難

い品々、著名人との交際がうかがえる書簡

類を紹介し、ファンの視点から歌右衛門丈

の軌跡をたどった。昭和の名女形歌右衛門

丈の活躍当時の受容のあり方を浮き上がら

せる充実した内容となった。

「六世中村歌右衛門展―わたしの好きな歌右衛門―」

展 覧会 演 劇博 物館

催
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3月25日（日）～4月25日（水）

演劇博物館1F　六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館

協力・松竹株式会社、(社)日本俳優協会

会期

会 場

主催

協力
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田いつ子氏は、多ジャンルにわたる舞台衣

裳家という一面もお持ちである。この度、そ

の作品と関係資料37点を本学にご寄贈い

ただいた記念にお披露目を兼ねた展覧会

を開催した。洗練されたデザインと卓抜した

技術を併せ持った植田氏の作品を、間近で

ご覧いただけるよう、展示数を絞り、ゆった

りとした配置を心がけた。また、俳優との衣

裳合わせの写真などを衣裳と併せて飾り、

実際の舞台での雰囲気が伝わるよう配慮し

た。

5月29日（火）～8月5日（日）

演劇博物館1F　六世中村歌右衛門記念特別展示室

　　　　　2F　企画展示室Ⅰ

演劇博物館　　　　　 　植田いつ子アトリエ

会期

会 場

主催

「植田いつ子舞台衣裳」展

展 覧会 演 劇博 物館

2012年10月8日は、戦後の日本映画黄金

期を代表する映画俳優池部良氏（1918年‐

2010年）の三回忌に当たる。この機会に演

劇博物館では、追善の心を込め、ご遺族よ

り寄贈を受けた貴重な遺蔵資料をお披露

目する「不滅の俳優　池部良の世界」展を

開催した。『青い山脈』二部作（今井正監

督、1949年）や『早春』（小津安二郎監督、

1956年）など、数々の名作映画での活躍を

中心に、戦争体験や文人としての側面も含

め、90年を越える池部氏の生涯を学術的

に顕彰した。

9月21日（金）～11月25日（日）

演劇博物館2F　企画展示室Ⅱ

演劇博物館

会期

会 場

主催

「不滅の俳優　池部良の世界」展

展 覧会 演 劇博 物館

展 覧会 演 劇博 物館

本展示では、女優・山路ふみ子の生誕100

年にあたり、グローブ座のロンドンにおける

再建を陰で支え続けた彼女の功績を讃え

て、その活動を追った。また、グローブ座敷

地内に2013年完成予定の屋内劇場建設を

記念して、建造物としてのグローブ座につい

て紹介した。展示品の多くはグローブ座、ま

た駒澤大学名誉教授の荒井良雄氏からの

ご寄贈と貸与であり、再建計画が進む中で

実験に使われた材料、再建計画の立案者で

あるサム・ワナメイカーの非公式の写真な

ど、珍しい品々を展示することができた。

2012年9月21日（金）～2013年2月5日（火）

演劇博物館3F　現代コーナー

演劇博物館

現代演劇シリーズ第40弾

「グローブ座―現代に甦ったシェイクスピア劇場―」展

会期

会 場

主催

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

協力
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「八代目市川團十郎」展
10月2日（火）～12月2日（日）

演劇博物館1F　六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館

八代目市川團十郎は、10歳で團十郎を襲名

した江戸時代最後の團十郎である。「歌舞

伎十八番」や父の当たり役を受け継ぎ、さら

に新しい役どころも得て抜群の人気を誇っ

ていたが、突然、32歳の若さで自殺を遂げ、

世間に大きな衝撃を与えた。本展示では市

川家秘蔵の軸や扇面、袱紗など八代目ゆか

りの品々をお借りし、館蔵資料とともにその

生涯を追った。また、静岡県富士市伊達家

所蔵の市川團十郎家との深い交流を示す

書簡類を公開する貴重な機会となった。

会期

会 場

主催

展 覧会 演 劇博 物館

当館設立以来、シェイクスピア関連では展

示や上映会など数多くの催しが行われてき

たが、今回は新たな収蔵品・寄贈品や、これ

まで詳細が不明だったために展示が実現し

なかったもののほか、1964年のシェイクス

ピア・ジュビリー以来48年ぶりに公開された

収蔵品などもお披露目した。展示室を英国

と日本にわけ、それぞれのシェイクスピア受

容について紹介し、様々なシェイクスピアの

在り方について紹介した。

10月16日（火）～12月16日（日）

演劇博物館2F　企画展示室Ⅰ

演劇博物館

会期

会 場

主催

「Finding Shakespeare」展

展 覧会 演 劇博 物館

禅宗の僧侶たちが一行あるいは二行に「臨

済是達磨骨髄」などのような禅の真髄を示

したことば、「鴉飛古村霜」のように偈の一部

などを表わした26点の書を撰び展示した。

大徳寺派の玉室宗珀・江月宗玩・天祐紹杲・

翠巖宗珉、白隠慧鶴とその弟子、遂翁元盧・

東嶺圓慈・霊源慧桃、孫弟子にあたる隠山

惟琰・行應玄節、古月の系譜を引く誠拙周

樗ほか。曹洞宗からは月舟宗胡・天桂傳尊・

旃崖奕堂・魯山琢宗。黄檗宗からは隠元隆

琦・木庵性瑫ら21名の書である。

「一行書・二行書」

展 覧会 會津 博 物館

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

会期

会 場

主催



19

研
究
活
動
・
教
育
活
動

展
覧
会

文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 展 覧 会

文
化
事
業

1700則の公案を記載するといわれる『景

徳傳燈録』、その公案に雪竇重顕が頌を書

き、さらに圜悟克勤が垂示・著語・評唱を付

した『碧巖録』、古来僧たちが参禅に刻苦し

た様子を知り、参禅学道の用心とすべきこと

を記した『禅関策進』などの禅書によって、た

くさんの禅僧たちの悟りの契機になった物

語や、祖師たちの問答などを知ることができ

る。そして、これを絵画化したものを禅機画

といっている。この禅機画に達磨の諸相を

加えての展覧会を行った。

5月7日（月）～6月30日（土）

會津八一記念博物館1F　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

「禅機画」

展 覧会 會津 博 物館

早稲田大学創立70周年・100周年の際、本

学へ多くの美術作品が寄贈された。作品の

寄贈を呼びかけたのは、本学で教鞭をとっ

た坂崎坦・坂崎乙郎の親子。二人に共通の

願いは大学に美術館を設置することであっ

た。その思いは当館の開館によって果たさ

れたが、コレクションがまとめて展示された

ことはこれまでなかった。開学130周年を

記念してこれらの作品を展示し、坂崎親子

の功績および美術批評家としての活動に光

をあてる展覧会を開催した。

5月21日（月）～7月7日（土）

會津八一記念博物館1F　企画展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

「絵をよむ言葉　美術批評家坂崎坦・坂崎乙郎のあつめた絵画」展

展 覧会 會津 博 物館

「壺と瓶　やきもののかたち」

展 覧会 會津 博 物館

液体を入れる器で球体に近いものや胴の

張ったものを壺、縦長のものを瓶といって

いる。今回はこの器形に注目して、旧富岡美

術館のコレクションの中から製作地や時代

を問わず陶磁器の作品を選んだ。例えば、

中国で〈梅瓶〉と呼ばれる口が小さく肩が張

り裾の締まった瓶は日本の〈瓶子〉と似てい

るが、肩から裾への曲線は製作地や時代に

よって大きく違う。器の加飾法とともに器体

の変化に注目してみようという展覧会であ

る。

7月6日（金）～9月21日（金）

會津八一記念博物館1F　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力
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「早稲田をめぐる画家たちの物語　小泉清・内田巖・曾宮一念・中村彝」
9月24日（月）～11月10日（土）

會津八一記念博物館1F　企画展示室・常設展示室特集展示スペース

會津八一記念博物館

「早稲田」に縁ある4人の近代画家たち―小

泉清・内田巖・曾宮一念・中村彝の作品が、

早稲田のまわりには豊富に残されている。

彼らはみな早稲田中学に通ったことがある

という共通点をもつ。そして、早稲田大学の

人々と何がしかの関係を持っていた。展覧

会では「早稲田」のまわりに残された4人の

絵画作品や書簡をとりあげ、作品が語り出

す彼らと「早稲田」の人びととの物語を読み

といた。

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

「春城をめぐる印人たち」

早 稲 田 大 学 の 初 代 図 書 館 長 市 島 謙 吉

（1860～1944　号春城）は終生篆刻の趣

味を持ち、1000顆近い印章を蒐集した。旧

富岡美術館にはそのうち700顆ほどが伝え

られている。今回の展示では春城に寄り添う

ように活動した吉田半迂、早稲田大学図書

館に関わる印も作っている五世濱村蔵六、

寺崎広業の紹介で春城を訪れた初世中村

蘭臺のほか、中井敬所、山本拝石、山田寒山

など春城と関係のあった印人たちの篆刻作

品を中央図書館所蔵の関係資料と共に紹

介した。

10月1日（月）～11月17日（土）

會津八一記念博物館1F　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

早稲田大学本庄キャンパスに所在する大久

保山遺跡出土の資料を展示。

資料は縄文時代から近世まで多岐にわたっ

ており、遠い昔から人々が大久保山をはじめ

とする浅見丘陵を利用してきた歴史が窺え

る。縄文時代から現代まで続く、本庄キャン

パスの変遷を通史的に辿る内容となった。

会期2では、本庄市教育委員会の協力のも

と、本庄市所蔵資料100点を併せて、本庄

キャンパスで展示を行った。また、会期中に2

回、市民向けの講座を開催した。

「大久保山―浅見丘陵の土地利用史―」

展 覧会 會津 博 物館

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

会期1：2012年11月16日（金）～2013年1月12日（土）
会期2：2013年1月24日（木）～3月9日（土）

会期1：會津八一記念博物館1F　企画展示室
会期2：早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター2F
　　   情報資料室

會津八一記念博物館
文化企画課

本庄市教育委員会
教務部
本庄プロジェクト推進室

会期

会 場 協力

主催
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富岡鐵斎（1836～1924）は最後の文人とも

いわれ、80歳を過ぎるとその筆意はますま

す自由闊達となり、独自の画境を築いた。今

回展示された旧富岡美術館の富岡鐵斎作品

「四季花鳥図」「四季山水図」「十六羅漢図」

「寒山拾得図」「高士観瀑図」「七福神図」な

どはそれより以前、鐵斎70代の作品とされ

る。富岡コレクションの全鐵斎作品に中国の

文房具を添え、また当館所蔵の延原コレク

ションから鐵斎作品1点と蓮月の書を選び

展示した。

2012年11月22日（木）～2013年2月2日（土）

會津八一記念博物館1F　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

「富岡鐵斎」

展 覧会 會津 博 物館

馬、犬、虎、象、駱駝、鳥などに鳳凰、龍と

いった想像上の動物たちも含めて動物たち

がどのように作品に表現されているのかを

楽しもうという展覧会である。唐三彩の馬、

豊干に手なずけられている虎を描く遂翁元

盧の禅画、龍に飾られた清時代の豆彩の

皿、鳳凰をあしらう堆朱の盆などと表現方

法も時代も制作地もさまざまな作品を、動

物を手がかりに鑑賞してみようという趣旨

で構成した。

2013年3月１日（金）～4月20日（土）

會津八一記念博物館1F　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

「動物たち」

展 覧会 會津 博 物館

「戦地に逝ったワセダのヒーロー－松井栄造の24年－」

展 覧会 大学史資料センター

日中戦争の始まった1937年、選抜2回、夏1

回、岐阜商業を甲子園優勝に導いた超大型

新人がワセダに入学した。全国にその名を

知られた松井栄造は、ワセダ入学後も華麗

なプレーと端正の容姿で神宮を沸かせ、野

球ファンを魅了した。中国戦線で壮絶な戦

死を遂げた松井栄造24年の軌跡を通して、

日中戦争勃発から75年の今日、「戦争とは

何か」を改めて問うた。

3月21日(水）～4月21日(土)

會津八一記念博物館1F　企画展示室

大学史資料センター

会期

会 場

主催

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力
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「2011 年度受贈資料展－早稲田の群像とその資料－」
6月22日(金)～8月5日(日)

26号館(大隈記念タワー)10F　125記念室

大学史資料センター

2011年度も数多くの校友や大学関係者から

貴重な資料が寄贈された。本展では、安部磯

雄、津田左右吉、浅沼稲次郎をはじめとする

早稲田の多彩な群像に光を当てるとともに、

「最後の早慶戦」関係アルバムなど、幅広い

分野にわたる寄贈資料の世界を紹介した。

会期

会 場

主催

展 覧会 大学史資料センター

「早稲田大学創立 130 周年記念　大隈重信と小野梓－建学の礎展」

今年は東京専門学校(早稲田大学の前身)

が創立されてから130年の節目に当たる。

本展ではそれを記念し、創立者である大隈

重信と、その片腕として学校創設に尽力し

た小野梓の軌跡を通じて、東京専門学校か

ら早稲田大学へと至る本学の歩みに改めて

光を当てた。

10月9日(火)～11月10日(土)

26号館(大隈記念タワー)10F　125記念室

大学史資料センター

会期

会 場

主催

展 覧会 大学史資料センター

阿刀田高氏が2011年に早稲田大学芸術功

労者として表彰されたことを記念し開催。

1935年生まれ、本学第一文学部文学科

を卒業。76年「冷蔵庫より愛をこめて」で

デビュー後、短編集『ナポレオン狂』で直木

三十五賞を受賞、著書は現在150冊におよ

ぶ。執筆活動のほか、日本ペンクラブ会長、

早稲田大学文化推進部アドバイザリー・コ

ミッティー委員、朗読会の主宰、そして喜寿

を迎えた2012年の山梨県立図書館長就任

など、文化振興のための精力的な活動も紹

介。

「早稲田大学芸術功労者　阿刀田高展――短編小説を知っていますか――」

展 覧会 文化企画課

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

2012年12月3日(月)～2013年1月26日(土)

26号館(大隈記念タワー)10F　125記念室

文化企画課

2013年1月19日(土)13:00～阿刀田高氏によるギャラリートーク

会期

会 場

主催

講 師
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会 場

司会

主催

風間杜夫（俳優）
平田満（俳優）
根岸季衣（俳優）

5月14日（月）19:00～20:30

大隈記念講堂大講堂

演劇博物館

扇田昭彦（演劇評論家）

講 師

現代演劇シリーズ第39弾 つかこうへいの70年代展関連演劇講座

座談会「つかこうへいの70年代」

演劇博物館で同時期に開催されていた企画

展示「つかこうへいの70年代」の関連演劇講

座として、1970年代のつか作品を支えた俳優

風間杜夫、平田満、根岸季衣の三氏を迎え、

演劇評論家の扇田昭彦氏の司会で座談会を

行った。それぞれの講師から、つか氏の演出

方法や人柄などを当時のエピソードを交えな

がら語っていただいた。また初公開作品を含

む1970年代のつか作品の映像の一部も上映

した。つか作品を通して70年代の日本の演劇

状況を再考する好機となった。

講 演 演 劇博 物館

シェイクスピア祭 2012

「シェイクスピア劇は極上のミステリー」

東京シェイクスピア・カンパニー主宰の江戸

馨氏をお招きし、シェイクスピア劇に散りば

められた「謎」を通して、その魅力についてお

話いただいた。氏のシェイクスピアに対する

情熱から話が始まり、最近のシェイクスピア

作品の上演についてもわかりやすく解説し

ていただいた。『メジャー・フォー・メジャー』

についての解説は、参加者の中から何人か

が前に出て芝居に参加したため、会場からコ

メントなどがあり盛り上がった。最後に行わ

れた、日本語と英語による台詞の掛け合いも

非常に貴重な実験的試みであった。

4月27日（金）16:30～18:00

早稲田キャンパス6号館3F　318室（レクチャールーム）

演劇博物館

江戸馨（東京シェイクスピア・カンパニー主宰）

日時

会 場

主催

講 師

講 演 演 劇博 物館

加藤武（俳優）
山川静夫（フリーアナウンサー、エッセイスト）

児玉竜一（文学学術院教授）

4月11日（水）
14:45～16:15

大隈記念講堂小講堂

演劇博物館

文学座

六世中村歌右衛門展関連演劇講座

「六世中村歌右衛門を語る」

歌右衛門丈ファンの代表として加藤武氏と山

川静夫氏を講師に迎え、展覧会企画でもあ

る、それぞれの「わたしの好きな歌右衛門」に

ついてお話いただいた。また、両氏と懇意であ

る六代目澤村田之助丈がご来場くださり、歌

右衛門丈の後進指導のエピソードなど思い

出の数々をお聞かせいただいた。歌右衛門丈

の魅力を多面的に紹介する講座となった。

講 演 演 劇博 物館

日時

会 場

協力

主催

司会

講 師
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Finding Shakespeare展　関連演劇講座

「Finding Shakespeare 」

10月19日（金）19:00～21:00

小野記念講堂

演劇博物館

日時

主催

会 場

講 師

本演劇講座は3つのセクションに分けて行

われた。まずは『ハムレット』より、英国にお

けるテクストの変遷を踏まえた上で日本に

おいて翻訳が作られていく過程を示すパ

フォーマンスを行った。第2セッションでは、

演劇集団「柿喰う客」主宰の中屋敷法仁氏よ

りお話を賜った。第3セッションでは、英国よ

り画家トム・ドゥ・フレストン氏と詩人キーラ

ン・ミルウッド・ハーグレイヴ氏をお招きし、

ワークショップを行った。

講 演 演 劇博 物館

現代演劇シリーズ第39弾

「つかこうへいの70年代展　関連映像上映会」

講 演 演 劇博 物館

第１回『ストリッパー物語』（1975）
           『戦争で死ねなかったお父さんのために』 (1977)

第２回『ストリッパー物語』（1975）
           『いつも心に太陽を』（1980）

中屋敷　法仁（演劇集団「柿喰う客」主宰）
トム・ドゥ・フレストン（画家　ケンブリッジ大学所属）
キーラン・ミルウッドハーグレイヴ（詩人　ケンブリッジ大学所属）

演劇博物館企画展示「つかこうへいの70年

代」の関連企画として1970年代のつか作

品の舞台映像『ストリッパー物語』（1975）、

『戦争で死ねなかったお父さんのために』

（1977）、『いつも心に太陽を』（1980）を6

月24日と7月22日の2回に分けて上映した。

いずれの映像も現在簡単に視聴することが

出来ない貴重なもので、両日とも200名近

い来場者があった。1970年代の日本の演

劇状況を再考する好機となった。

第1回：6月24日(日) 14:00～16:00
第2回：7月22日(日) 14:00～16:30

小野記念講堂

演劇博物館

日時 上映

会 場

主催

『坪内逍遙書簡集』出版記念「逍遙書簡」展　関連演劇講座

第 75 回逍遙祭「逍遙書簡を想う」

『坪内逍遙書簡集』出版を記念し、逍遙の誕

生日である5月22日に鼎談および上演会を

開催した。鼎談では、坪内逍遙の親族である

坪内ミキ子氏、『坪内逍遙書簡集』編纂に携

わってきた菊池明氏、松山薫氏の三人が逍

遙の残した膨大な量の書簡についてそれぞ

れの視点から語った。また、地方・鳴物も入

るフルオーケストラで、逍遙作の舞踊曲「新

曲浦島」を上演し、出版記念に相応しい晴

れやかな舞台となった。

講 演 演 劇博 物館

5月22日（火）14:45～16:30

小野梓記念講堂

演劇博物館

演劇博物館逍遙協会

日時

会 場

主催

○記念鼎談
　逍遙書簡に想う
坪内ミキ子（演劇博物館特別顧問）
菊池明（演劇博物館招聘研究員）
松山薫（早稲田大学戸山図書館員）

○記念上演
　逍遙作舞踊「新曲浦島」
立方：若柳翔寶
演奏：杵屋徳衛社中
司会：濱口久仁子
　　   （演劇博物館招聘研究員）

講 師

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

協力
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2013年1月8日（火）12:10～

演劇博物館正面舞台

演劇博物館

荒井良雄（駒澤大学名誉教授・朗読家）

文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 催 し 物

日時

会 場 講 師

主催

「グローブ座」展　関連演劇講座

本演劇講座では、1601年の顕現祭（※）の

ためにエリザベス1世の御前で初演を迎えた

『十二夜』を取り上げ、朗読劇、挿入歌の演

奏、ワークショップを行った。演博舞台での試

演ということで、今回使用した台本も逍遙訳で

あり、出演者も近代座などでの経験のある、逍

遙と縁の深い方々にお越しいただいた。

※顕現祭　クリスマスから数えて12日目にあ

たるため、「十二夜」とも呼ばれる。

現代演劇シリーズ 第４０弾

「グローブ座 ―現代に甦ったシェイクスピア劇場―」展演劇講座
会場： 演劇博物館正面舞台 ＊雨天の場合は6号館3階318教室

日時： 2013年1月8日12：10～
講師： 荒井良雄（駒澤大学名誉教授・朗読家）

入場無料・予約不要
＊当日は暖かい服装でお越しください。

講 演 演 劇博 物館

八代目市川團十郎展　関連演劇講座

「花の役者　八代目市川團十郎の魅力」

　万雷の拍手に迎えられ登壇された十二代

目市川團十郎丈は八代目團十郎について熱

く語られた。八代目は神経質な面が強調さ

れてきているが、元来、非常に家族思いで優

しく鷹揚な性格だったのではないかと推察

され、八代目とご自身は、生きた時代は全く

違うが、重なり合う部分があるともおっしゃっ

た。また、八代目初演の人気演目「与話情浮

名横櫛」の与三郎の台詞回しを実演して下

さるなど、八代目の魅力が十分に伝わる内

容の濃い講座となった。　

10月30日（火）14:45～16:15

大隈記念講堂大講堂

演劇博物館

十二代目市川團十郎

日時

会 場

主催

講 師

10月29日（月）16:45～19:45

小野記念講堂

日時

会 場

演劇博物館

篠田正浩（映画監督）

主催

講 師

講 演 演 劇博 物館

不滅の俳優 池部良の世界展　関連演劇講座

「篠田正浩、池部良を語る」

　『乾いた花』（1964年）は、日本映画界を

牽引する爽やかな二枚目の池部良氏が虚

無的な暴力団組員を演じ、新たな魅力を示

した作品である。演劇博物館では、同作品

の監督篠田正浩氏をお迎えし、『乾いた花』

の上映と篠田氏の講演の二部構成による演

劇講座「篠田正浩、池部良を語る」を開催し

た。近年、日本の古典芸能に関する専門書

を上梓された篠田氏は、映画監督と芸能史

家の視点を自在に行き来し、池部氏の魅力

や映画史上の位置付けについて、刺激的な

議論を展開された。

講 演 演 劇博 物館
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「早稲田狂言の夕べ2012」

早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂

無
料（
要
予
約  

全
席
指
定
）

招
待
校
友
、
本
学
学
生
、
教
職
員

 

２
０
１
２
年 

４
月
17
日（
火
）

17
時
30
分
開
演
﹇
開
場
17
時 

終
演
予
定
19
時
10
分
﹈

会

　
場

入
場
料

対

　
象

主　催：早稲田大学（文化推進部・総長室）
協　力：早稲田大学校友会

★学生・教職員予約
　3月12日（月）～ Waseda-netポータル
★学生・教職員予約
　3月12日（月）～ Waseda-netポータル

協　賛：

解 

説

　竹本
幹
夫（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
館
長
）

狂
言

狂
言 棒

　縛
太
郎
冠
者

野
村
万
作

主

高
野
和
憲

次
郎
冠
者

石
田
幸
雄

素
囃
子神

　舞

大
鼓

小
鼓

柿
原
弘
和

観
世
新
九
郎

太
鼓

観
世
元
伯

笛

一
噌
幸
弘

翔
入

髭

　櫓
夫

野
村
萬
斎

妻

深
田
博
治

注
進

月
崎
晴
夫

加
藤

　聡

野
村
万
作

内
藤

　連

村
井
一
之

立
衆

高
野
和
憲

立
衆

地
謡

竹
山
悠
樹

立
衆

中
村
修
一

立
衆

岡

　聡
史

休
憩

　
二
十
分

髭 櫓

棒 縛
4月17日（火）17:30~19:10

大隈記念講堂大講堂

文化推進部、総長室

早稲田大学校友会

リーガロイヤルホテル東京

日時

主催

協力

会 場

協賛

本学校友の人間国宝・野村万作氏、推薦校

友の野村萬斎氏他、豪華ゲストによる本格

的な狂言公演。2010年度より毎年４月に、

在学生、教職員、招待校友を対象に開催さ

れている。今回は演目に初めて「素囃子」が

加わり、出演者は前年度の倍以上となる16

名を数え、例年に増して豪華な舞台は、大好

評を博した。

公 演 文化企画課

早稲田大学創立130周年記念講演会

「建学の礎を見つめ直す－大隈重信・小野梓と東京専門学校」
～早稲田大学創立130周年記念　大隈重信と小野梓－建学の礎展　連携講演会～

講 演 大学史資料センター

井上琢智（関西学院大学経済学部教授）
五百旗頭薫（東京大学社会科学研究所准教授）
真辺将之（文学学術院准教授）

大日方純夫（大学史資料センター所長／文学学術院教授）

1882(明治15)年10月21日―早稲田大学の前身である

東京専門学校が開校してから130年の節目を迎えた。創

立者である大隈重信とその片腕として終始行動・理念を

ともにした小野梓。二人が東京専門学校に込めた想いと

はいかなるものであったのか。そこに集まった講師と学生

たちの実態とともに、あらためて見つめ直した。

講演

「小野梓を支えた土佐の人々―
伊賀陽太郎、馬場辰猪、小野義眞」 井上琢智

「大隈重信とその周辺」 五百旗頭薫

「東京専門学校の講師と生徒たち」 真辺将之

11月5日(月)　14:45～17:00

大隈記念講堂小講堂

大学史資料センター

日時 講 師

司会

会 場

主催

「早稲田をめぐる画家たちの物語　小泉清・内田巖・曾宮一念・中村彝」関連シンポジウム

「會津八一の弟子たちと落合文化村」

「早稲田と落合」で活躍した洋画家、小泉

清、内田巖、曾宮一念、中村彝の活動の痕跡

をたどった企画展の関連シンポジウム。シン

ポジウムでは、大正から昭和初期に、落合地

域に開かれた郊外住宅地（落合文化村と仮

称）を舞台に、會津八一とその弟子たち、あ

るいは會津八一をめぐる芸術家たちが築い

た人間関係について、学内外の研究者から

講演・研究報告をいただいた。

會
津
八
一
の
弟
子
た
ち
と

落
合
文
化
村

會
津
八
一
の
弟
子
た
ち
と

落
合
文
化
村 早

稲
田
文
化
芸
術
週
間
２
０
１
２

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム大正期から昭和初期にかけて、多くの美術家や文筆

家が集まり住んだ、目白・落合地域の郊外住宅地―
落合文化村。当時、人々の目にはこの新しく成った
落合文化村はどのような土地と映っていたのでしょ
うか。三名の先生方からお話をうかがいます。

「
早
稲
田
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
の
物
語
　小
泉
清
・
内
田
巖
・
曾
宮
一
念
・
中
村
彝
」
展 

関
連
企
画

プログラム
13:00-13:20
開会のあいさつと趣旨説明　　塚原 史（會津八一記念博物館館長）

13:20-14:05
丹尾 安典（文学学術院教授）
「早稲田中学を巣立った美術家たちなど」

14:05-14:20　休憩（15分）

14:20-15:05
中川  武（理工学術院教授）
「旧中村彝アトリエの保存展示　―画家のアトリエと落合文化村」

15:05-15:50
川本 三郎（評論家）
「描かれた郊外住宅地（文学・映画に見る）」

15:50-16:05　休憩（15分）

16:05-17:00
パネルディスカッション　　
司会：川尻 秋生（會津八一記念博物館副館長）

問合せ先　早稲田大学會津八一記念博物館
TEL：03-5286-3835 ／ FAX：03-5286-1812
E-Mail:aizu@list.waseda.jp

10 月 27 日（土）13:00-17:00
早稲田大学小野記念講堂（聴講無料、事前申込不要）

シンポジウム 會津 博 物館

10月27日（土）

小野記念講堂

會津八一記念博物館

日時

会 場

主催

丹尾安典（文学学術院教授）
中川　武（理工学術院教授）
川本三郎（評論家）

講 師

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

演目・演者
素囃子「神舞」（一　幸弘 他）
狂言「棒縛」（野村万作 他）
狂言「髭櫓　翔入」（野村萬斎 他）

竹本幹夫（前演劇博物館館長／文学学術院教授）解 説
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12月12日（水）16:30～18:30

小野記念講堂

文化推進部

文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 催 し 物

日時

会 場

主催

阿刀田高講演・朗読会

「小説のカレードスコープ――『大きな夢』を聞いて」

「早稲田大学芸術功労者　阿刀田高展」開催を
記念し、阿刀田高氏による講演会と、夫人で朗読
家の阿刀田慶子氏による朗読公演を開催した。
阿刀田高氏が早稲田大学芸術功労者となられた
ことを記念して2011年に開催したことに続き、２
年連続となった。第１部は、慶子氏が阿刀田作品

「大きな夢」を朗読した。慶子氏は登場人物を多
彩に読み分け作品に新たな息吹を吹き込んだ。
第２部は、阿刀田高氏が作家の立場からのユ
ニークな作家論、作品論、学生に伝えたいことな
どを語った。作家になった経緯、小説におけるモ

チーフについて、短編と長編の違いについて、「大
きな夢」のアイディアなど、絶妙な切り口のお話に
観客は惹き込まれ、講演後は学生から活発な質
問が寄せられた。
※講演要旨は早稲田大学ホームページ「NEWS」に
掲載。

プログラム
第１部：阿刀田慶子氏朗読「大きな夢」
第２部：阿刀田高氏講演会「小説のカレードスコー
プ――『大きな夢』(朗読）を聞いて」

講 演・公 演 文化企画課

「多和田葉子・高瀬アキ　ワークショップ＆パフォーマンス」

ベルリン在住で校友の作家・多和田葉子氏と、ジャズピアニ
ストの高瀬アキ氏を迎えた企画。ワークショップは2010年
より3回目、パフォーマンスは2011年より2回目を迎えた。

パフォーマンス「虫の知らせ」
カフカの「変身」をモチーフとして、信頼していたシステ
ムが突然破綻し、平穏な日常が奪われることをテーマと
した作品。多和田氏は描き下ろしテキストを朗読し、高
瀬氏は即興ピアノをつけた。学生達の協力を得て、多和
田氏手作りの虫の影絵も挿入された。シンプルな演出

ながら、固定観念を覆す強い印象を残す舞台となった。
アフタートークでは学生から活発な質問が寄せられた。

ワークショップ「言葉と音楽　Vol.3」　
言葉と音楽のコラボレーションの可能性を探るワーク
ショップ。学生達が、多和田葉子の「おさつ」「めいわく」
のテキストを読みながら自由にパフォーマンスし、高瀬
氏が即興ピアノをつけた。学生には両氏からの丁寧な
講評があり、発表する側も見る側も、表現の新しい可能
性を感じる機会となった。

パフォーマンス「虫の知らせ」
11月15日（木）18:30～20:30

ワークショップ「言葉と音楽」
11月16日（金）16：30～18:30

小野記念講堂

文化構想学部文芸ジャーナリズ
ム論系、文化推進部

多和田葉子（作家）
高瀬アキ（ジャズピアニスト）

松永美穂（文学学術院教授）

日時

会 場

主催

講 師

司会

6月5日（火）～17日（日）

大隈記念講堂、小野記念講堂、ワセダギャラリー

文化推進部、学生部

日時

会 場

主催

ワークショップ・公 演 文化企画課

「早稲田学生文化・芸術祭2012」

「早稲田学生文化・芸術祭」は、文化推進部・学

生部のサポートのもと、学生団体が主体的に企

画運営し「早稲田文化」を発信するイベント。3

年目となった2012年度は24企画・45団体が参

加し、学内外から多くの観客が訪れた。6月14～

17日の4日間、大隈記念講堂ではダンス、音楽、

お笑い、チア、映画などの企画が、小野記念講堂

では毎年恒例の演劇フェスティバル「早稲田演

劇週間」が開催された。ワセダギャラリーでは6

月5～17日に展示が開催された。

Music

Drama

MOVIE
＠大隈記念講堂　小講堂

＠小野記念講堂

2012

1276
5.2420107.8
1223

Exhibition
＠ワセダギャラリー

早稲田学生
文化・芸術祭2012

━
（木）

6
14 （日）

6
17

運営スタッフの学生による特別編集号

Performan
ce

＠大隈記念講
堂　大講堂

（1）通巻第1276号　早稲田ウィークリー　2012年（平成24年）5月24日

展示 文化企画課

阿刀田高(講演)、阿刀田慶子(朗読)

十重田裕一（文化推進部長／文学学術院教授）

講 師・出演

司会
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文 化 事 業

早 稲 田 文 化 芸 術 週 間 2 0 1 2

10月17日（水）～11月1日（木）  　　　　　　　　　 　      大隈記念講堂、小野記念講堂　日時

＜イベント＞

日 時 会場 企画名 内容 企画箇所 来場者数

10/17（水） 18:00-19:50 大隈大講堂 Theatre Project Si
新作現代能「骨の夢」 公演 国際教養学部 380

10/17（水） 18:20-20:30 小野講堂 東日本大震災復興支援ボランティア
活動報告シンポジウム シンポジウム 平山郁夫記念

ボランティアセンタ－ 120

10/18（木） 18:30-20:30 小野講堂
サロン・ド・ブンラクザ　in　東京

「人形浄瑠璃文楽を語る～人形遣い・吉田文司氏×
宇崎竜童氏対談～」

公演
社会連携推進室・

NPO法人人形
浄瑠璃文楽座

170

10/19（金） 16:30-18:00 大隈小講堂
イクメンによるワークライフバランス講座　第2弾

これからの日本企業での働き方
～ダイバーシティ・マネジメント実践術～

講演
男女共同参画推進室・

キャリアセンター・
ジェンダー研究所

216

10/19（金） 19:00-21:00 小野講堂 Finding Shakespeare 演劇講座 講演 演劇博物館 200

10/27（土） 13:00-18:00 小野講堂 會津八一の弟子たちと落合文化村 シンポジウム 會津八一記念博物館 43

10/28（日） 13:00-18:00 大隈小講堂 内海信彦サマースクール2012
ジブラルタルワークショップ報告会 講演・展示 商学学術院

アントレプレヌール研究会 73

10/29（月） 16:45-19:45 小野講堂 「篠田正浩、池部良を語る」 講演 演劇博物館 258

10/30（火） 14:45-16:15 大隈大講堂 八代目市川團十郎展
演劇講座「花の役者　八代目市川團十郎の魅力」 講演 演劇博物館 607

10/30（火） 13:30-18:00

小野講堂 日仏共同国際シンポジウム
「演劇と演劇性」 シンポジウム 演劇博物館

96

10/31（水） 10:00-18:10 82

11/1（木） 10:00-17:40 103

10/22（月） 17:30-19:00 大隈大講堂 早稲田文化芸術週間2012　特別演奏会 演奏 早稲田大学交響楽団 236

＜関連企画＞

日 時 会場 企画名 内容 企画箇所 来場者数

11/15（木） 16:30-18:30

小野講堂

多和田葉子・高瀬アキ　ワークショップ＆
パフォーマンス

【講師】多和田葉子(作家)
高瀬アキ(ジャズピアニスト)

パフォーマンス
文化構想学部文芸

 ジャーナリズム論系
文化推進部

172

11/16（金） 18:30-20:30 ワークショップ 110

11/21(水) 18:00-20:30 小野講堂 「キャパ、知られざる実像」展・
早稲田大学プレレクチャー プレレクチャー 横浜美術館・文化推進部 65

早稲田文化芸術週間は、本学の学内箇所や教職員、学生団体の文化活動を社会に発信する目的で、2010年度より始まった。期間中は大

学ならではの魅力的なイベントが、全て無料で実施されている。なお、早稲田文化芸術週間は、2011年から開始された新宿フィールド

ミュージアム（新宿区で10月～11月に開催するイベント）にも参加している。

会 場

研
究
活
動
・
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育
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動

展
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会
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物
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・
展
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（合計  2584）
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文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 出 品 ・ 展 示 協 力

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

2012.4.1～2012.7.20 演劇資料展　「芝居噺と噺家芝居」
独立行政法人日本芸術文化振興会
国立劇場

2012.5.21～2012.7.7 「絵をよむ言葉─美術批評家坂崎坦・坂崎乙郎があつめた絵画─」展 會津八─記念博物館

2012.5.26～2012.6.17 「平櫛田中とかつしか」展 葛飾区郷土と天文の博物館

2012.6.2～2012.7.22 「久米邦武と能楽」展 久米美術館

2012.6.6～2012.6.18 「森繁久彌と向田邦子」展 読売新聞社

2012.6.10～2012.7.16
日中国交正常化 40 周年記念横浜能楽堂特別展

「楽器は語る─三線・三味線の名器を中心に─」
公益財団法人横浜市芸術文化振興会
横浜能楽堂

2012.6.23～2012.8.19 「七夕の美術」展 静岡市美術館

2012.7.14～2012.9.3 「熱海ゆかりの名宝」展 MOA 美術館

2012.7.28～2012.11.4 「日活向島撮影所」展 すみだ郷土文化資料館

2012.7.31～2012.11.11 「藤田嗣治と愛書都市パリ」展
松濤美術館　
北海道立近代美術館

2012.8.12～2012.10.21 「日活 100 年と映画のまち調布」展 調布市郷土博物館

2012.8.14～2012.12.23 「日活映画の 100 年　日本映画の 100 年」展 東京国立近代美術館

2012.9.15～2012.11.11 「能のかたち　NIPPON　美の玉手箱」展 福岡市博物館

2012.9.15～2012.10.28
「柳田國男没後 50 年記念企画展─民俗の宝庫
〈三遠南信〉の発見と発信─」

飯田市美術博物館

2012.9.24～2012.11.10 「早稲田をめぐる画家たちの物語」展 會津八─記念博物館

2012.10.13～2012.11.25 「畠山重忠─横浜二俣川に散った武蔵武士─」展 横浜市歴史博物館

2012.11.1～2012.12.24 森繁久彌生誕百周年記念展 日本大正村森繁久彌展実行委員会

2012.11.10～2012.12.9 「山車人形が街をゆく」展 荒川区立荒川ふるさと文化館

2012.12. 3～2013.1.26 早稲田大学芸術功労者阿刀田高展 文化推進部

201212.8～2013.2.25
「富山が育んだ少年時代─小説・漫画・映画が描く

疎開少年の長い道─」展
高志の国文学館

2013.2.6～2013.3.31 「歌舞伎座新開場記念展─江戸の芝居小屋─」 サントリー美術館

2013.2.9～ 2013.5.31 「岡本一平」展
美濃加茂市民ミュージアム
文化推進部

2013.2.23～ 2014.1.22 「藪内佐斗司展─やまとぢから─」
福井美術館・堺市博物館・館林美術館・奈良県
立美術館・そごう美術館・読売新聞東京本社

【演劇博物館】
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文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 出 品 ・ 展 示 協 力

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

2012.4.1～2013.3.31 日比谷図書文化館 常設展示室第II室 出品 千代田区教育委員会

2012.4.21～2012.6.24
2012.7.14～2012.9.2
2012.9.9～2012.11.4

吉村作治の古代七つの文明展
―人と地球と太陽の船―

RKB毎日放送

2012.4.28～2012.6.3 土屋禮一展―なつかしさを求めて― 大垣市教育委員会

2012.6.21～2012.6.27 創立100周年記念 第47回公募瑞雲展 瑞雲書道会

2012.6.30～2012.8.26
沖縄本土復帰40周年 特別企画
沖縄陶器の再発見「致元と八重山古陶」展

那覇市教育委員会

2012.9.22～2012.11.4 岡田柿衞没後30年 俳画の美―蕪村・月渓 公益財団法人　柿衞文庫

2012.10.13～2012.12.16
古川美術館特別展 伊勢に生まれし美しき使者「女流画家 
伊藤小坡の世界―うららかなる美の巨匠」

古川美術館

2012.10.14～2012.12.24
2013.1.12 ～ 2013.3.3

（2013.4.20～2013.6.16）
生誕110年 小磯良平の世界

神戸市立小磯記念美術館
ふくやま美術館
郡山市立美術館
読売新聞東京本社

（郡山市立美術館）

2012.10.16～2012.12.2 ―最後の文人― 會津八一の世界
相国寺承天閣美術館・會津八一記
念館交換展実行委員会

2012.11.3～2012.12.3 はにわと共に生きる町―殿塚・姫塚古墳調査の過去・未来―
芝山町立芝山古墳、はにわ博物館
芝山はにわ博物館
文化部考古学研究室

2012.11.3～2012.12.25 没後30年　朝井閑右衛門展 彼は絵の具を耕した 横須賀美術館

2012.11.15～2012.12.2 退任記念展　中島千波　人物図鑑 東京藝術大学大学美術館

2012.12.22～2013.2.24 白隠展 HAKUIN 禅画に込めたメッセージ 株式会社　東急文化村

2013.1.4～2013.2.11 村田省蔵展 ―画業60年のあゆみ― 石川県立美術館

2013.1.16～2013.3.17 前方後円墳と方墳 手賀沼水系の古墳時代のはじまり 流山市立博物館

2013.2.6～2013.2.18
2013.6.1～2013.7.15
2013.7.24～2013.8.5
2013.9.14～2013.11.3
2013.11.9～2014.1.26

生誕100周年 中原淳一展 朝日新聞社

2013.2.26～2013.5.5 近代日本画と工芸の流れ 1868～1945
国際交流基金
京都国立近代美術館

【會津博物館】
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文 化 事 業

2 0 1 2 年 度 　 出 品 ・ 展 示 協 力

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

2012.6.２3～2012.7.3
早稲田フェスタin遠州2012企画展示「戦地に逝ったワセダ
のヒーロー　松井栄造の24年」

遠州稲門会
磐田市立図書館

2012.8.7～2012.1２.9
女性アーカイブスセンター企画展「建築と歩む～チャレ
ンジした女性たちからチャレンジする女性へ」

国立女性教育会館

2012.9.25～201２.11.9 富岡重憲コレクション展示室　「春城をめぐる印人たち」 會津八一記念博物館

201２.10.19～201２.12.14 平成24年特別展　「昭和、その動乱の時代－議会政治の危機から再生」 衆議院憲政記念館

2013.２.16～2013.３.20 大隈記念館企画展　「近代郵便制度の歩み」 佐賀市大隈記念館

【大学史資料センター】

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

2013.2.25～3.30 身体としての土器
國學院大學研究開発推進機構
学術資料館

【文化企画課】

研
究
活
動
・
教
育
活
動

展
覧
会

文
化
事
業

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力



32

地 域 交 流 事 業

文化推進部は、本学の優れた文化資源を公開し各地の

教育研究活動に役立て、また、本学が有する人的資源

を地域社会の教育や文化推進に活用し社会貢献するた

め、さまざまな文化事業を展開している。本学のキャン

パスが所在する地域や包括協定・文化交流協定を締結

した地域で、大学が所蔵する貴重な文化財を巡回展覧

会により公開している。地域の行政・企業・住民と連携

して、本学の学生・教職員に校友も加わり、演劇・映画・

映像・音楽・文学・芸術・科学・スポーツなどの多様なイ

ベントを協働で実施している。さらに、学術交流協定や

大学間交流協定を結んでいる国内外の大学や機関との

文化交流事業にも取り組んでいる。

本学は2006年12月19日、大隈重信の出身地である佐賀県と「連

携協働に関する基本協定」を締結し、様々な教育・研究の協働事

業を展開している。また、佐賀市には大隈候生誕125周年を記念

して開館した大隈記念館と国の指定史跡である大隈重信旧宅(生

家)があり、毎年２月中旬から３月下旬の「佐賀城下ひなまつり」

にあわせて企画展覧会を開催している。本学との文化事業の窓

口は文化企画課が担い、文化推進部三機関のほか図書館が協力

し、各機関が所蔵する文化財・美術品を貸し出し、展覧会に貢献

している。

2007年4月、文化推進部発足を機に、本学は坪内逍遙と津田左右

吉の生誕地である美濃加茂市と「文化交流協定」を締結した。

美濃加茂市は逍遙の功績を称え市民文化の向上を図るため、

1994年に「坪内逍遙大賞」を創設し、演劇分野において坪内逍

遙の功績を再認識させるような優秀な活動・著作を表彰してい

る。本学は文化交流協定の一環として2007年に「早稲田大学坪

内逍遙大賞」（P36）を制定し、互いに隔年で授賞することとなっ

た。この他、以下の様々な交流事業を実施している。

１．佐賀県佐賀市

２．岐阜県美濃加茂市

■「平成2４年度　大隈祭」
神事／式典／スピーチ／記念講演

期　日：5月13日(日)

会　場：大隈記念館　大隈侯銅像前

主　催：佐賀市大隈記念館保存会

　　　   ※本学は校友会佐賀県支部と共に協力

記念講演：大隈重信政府追放の真相を探る－「明治十四年の政変」再考－

講　　師：大日方純夫（大学史資料センター所長／文学学術院教授）

(1) 坪内逍遙顕彰に関する企画
逍遙や演劇に関する企画への協力・後援・講師派遣等を行っている。

①「坪内逍遙大賞受賞者記念事業」協力（文化推進部・演劇博物館）

本学では美濃加茂市で隔年開催される受賞者記念事業に協力している。

（2012年度第14回逍遙大賞受賞者：四世　花柳壽輔）

②「逍遙フォーラム」後援（演劇博物館）

毎年逍遙の生誕日5月22日前後に、逍遙フォーラム実行委員会、坪内逍遙博士顕彰会、美濃加茂市主催で逍遙作品の公演やシンポジウ

ムを行う。2012年度に第13回を迎えた。

③「木立に響く逍遙」講師派遣（演劇博物館）

2010年度より毎年秋に、みのかも文化の森/美濃加茂市民ミュージアム主催で開催される、邦楽による逍遙作品の演奏会。演劇博物館よ

り講師を派遣し、企画段階から協力している。

(2) 展覧会・講演会・公演等の文化的企画の共同開催

(3) 市の文化振興プロジェクトへの協力

(4) 学術資料の相互利用と研究

地
域
交
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地 域 交 流 事 業

熱海市は逍遙終焉の地で、逍遙が晩年を過ごした双柿舎や、逍

遙が眠る海蔵寺がある。また、逍遙は熱海市歌も作詞した。熱海

市では演劇博物館と協力し逍遙顕彰事業を実施しており、毎年

逍遙の命日2月28日には、演劇博物館と共催で「逍遙忌記念祭」

を開催し、講演会や記念上演を行っている。2011年度からは逍遙

忌記念祭に合わせ、熱海市での坪内逍遙顕彰を中心とした文化

振興について、演劇博物館・本学総務課・美濃加茂市を交えた意

見交換会も毎年行っている。

３．静岡県熱海市

■「第42回　逍遙忌記念祭」
日　時：2013年2月28日（木）13:30

会　場：熱海市「起雲閣」（音楽サロン）

主　催：熱海市・熱海稲門会・演劇博物館

内　容：記念式典、逍遙作詞歌斉唱「小蓬莱」「熱海市歌」（熱海のうた保存会）

講演「逍遙と熱海」（文学学術院教授・前演劇博物館館長　竹本幹夫）

舞踊「新曲浦島」（舞踊家・花柳秀太良）

終了後、海蔵寺墓参

(5)大学ネットワークの活用：交流事業の広報

(6)学生演劇公演（文化推進部）
学内公募で選ばれた本学の学生劇団が、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアムに約１週間合宿し野外公演を行う企画で、2009

年度より毎年９月に実施。滞在中に県立加茂高等学校での演劇ワークショップ（2011年～）、坪内逍遙顕彰会との交流、坪内逍遙に関する

学習なども行ってきた。

■第５回美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業　学生公演

劇団森「羂索水系」（けんじゃくすいけい）
日　時：9月8日（土）、9日（日)　18:30　

会　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム 芝生広場（雨天時エントランスホール）

作・演出：新上達也　　出　演：劇団森

指　導：山田昭一・柴田愛奈（劇団銅鑼）  音　響：カゲヤマ気象台（SONS WO:）

主　催：文化推進部・みのかも文化の森/美濃加茂市民ミュージアム

初回から参加の「劇団森（しん）」13名が、9月4～10日滞在した。今回の作品は小川未明「幽霊船」「金

の輪」の一部朗読と、口語体の台詞で構成。具体と抽象、感情と論理を行き来する人々を描き、観客の

想像力を刺激する独特の世界を創り上げた。公演1日目はあいにくの雨となったが、芝生広場とガラス

張りのエントランスホールを行き来しながら、奥行きのある舞台空間を創り上げた。上演後、作・演出の

新庄達也さんと、在学中に美濃加茂公演に参加したOBで演出家のカゲヤマ気象台氏による対談が行わ

れ、市民からも活発な質問が寄せられた。2日目は晴れ、予定通り野外で実施。照明や小道具も効果的

に使い、シンプルながら芝生広場が無限に広がるような演出であった。地元メディアに多数取り上げら

れ（中日新聞、岐阜新聞、フリーペーパー「Kanisan Club」巻頭特集、広報みのかも、「FMらら」出演な

ど）、多くの観客が訪れた。
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４．埼玉県本庄市

５．千葉県鴨川市

６．長野県軽井沢町

地 域 交 流 事 業

早稲田大学創立125周年事業として、2004年10月に早稲田リサー

チパーク・コミュニケーションセンター(本庄市)において、早稲田

大学図書館・演劇博物館・會津博物館が収蔵する文化財を公開

する展覧会「早稲田大学所蔵品展示会in 本庄拠点」を開催し

た。この趣旨は本学が本庄キャンパスに収蔵する文化資産を本庄

拠点地域の住民の皆様に鑑賞していただくことにより、本学への

理解を深めてもらうことを目的としていた。

それを契機に展覧会を開催したり、地元との交流事業に発展して

いった。文化企画課(2006年度までは文化事業センター)は同事業

の所管箇所となり、財団法人本庄国際リサーチパーク研究推進機

構と協力し、本庄市と美里町、児玉町、神川町、神泉村、上里町、

岡部町など周辺の市町村とも連携した。

なお地元から特別の要望を受け、「祭禮錦・能装束―山口憲の世界―」

展（2007年）、「本庄早稲田能」（2008年）などの催し物も開催した。

鴨川市と本学の間で「鴨川市太海多目的公益用地に関する基本合意

書」（セミナーハウスの誘致）を締結したことを契機に、鴨川市民に本

学を理解していただくため、1997年より交流事業を開始した。学術・

文化・スポーツなど幅広い分野におよぶ交流事業が長年にわたり続け

られており、現在では鴨川市ならびに市民はもちろん、周辺地域も含

めた総合的、広域的な地域交流事業となっている。

安房地域の小学生を対象とした理工学術院教職員の指導による「お

もしろ科学実験教室」の開催を中心に、本学教授による講演会、市

民が直接キャンパスを訪れるキャンパスツアーなど様々な事業を実施

している。

現在、追分の軽井沢セミナーハウスには、野球場、サッカー練習

場、テニスコート、バスケットコート等の運動施設があり、恵まれ

た自然環境のなかで、運動と地域の特色などを活用した新たな

教育研究活動が行われている。

交流事業としては、理工学術院教職員の指導による軽井沢町の

小学生を対象とした「おもしろ科学実験教室」を長年開催してい

る。通常では公開されていない軽井沢セミナーハウスの教室で実

施し、少人数で親と子がふれあいながら楽しく学んでいる。

■「第15回おもしろ科学実験教室」
日時：8月29日（水）9:30～12:00、13:30～16:00

会場：鴨川市文化会館アリーナ　2F会議室

主催：鴨川市、早稲田大学（文化企画課）

参加：小学生180人およびその父母

内容：①光ファイバーを使って7色に光る花を作ろう！

②身近なもので化学実験～ヨウ素入りうがい薬で実験してみよう～

③レンズを作ろう

④「ビー玉エンジンを作ろう！」

■「第15回おもしろ科学実験教室」
日時：7月21日（土）10:00～11:45、13:15～15:00

会場：軽井沢セミナーハウス　グリーンハウス教室

主催：軽井沢町、早稲田大学（文化企画課）

参加：小学生90人およびその父母

内容：①光センサを利用した電子回路を作ろう！

②レンズを作ろう

地
域
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７．新宿区

８．中野区

地 域 交 流 事 業

　中野区との地域交流事業として、2010 年より早稲田大学交響楽団による「Maple Concert」( メープルコンサート ) を開催している。

■「中野区・早稲田大学交流事業　早稲田大学交響楽団Maple Concert」
日　時：11月25日（日）14:00～16:00

会　場：なかのZERO　大ホール

主　催：中野区、早稲田大学（文化推進部）

協　力：なかのZERO指定管理者

指　揮：寺岡清高

本学の学生、教職員、校友の文化・社会貢献として中野区と文

化交流を図る事業で、今回は3回目となる文化事業である。早

稲田大学交響楽団により、「サンサンースの交響曲第3番ハ短

調作品78（オルガン付き）」、「女学生」、「メリー・ウィドウ」

等が演奏された。1292席のうち847席の来場者数があった。

今後、本学と中野区とが末永く繋がるひとつの文化交流であ

る。

①『さわってわかる日本の伝統文化』

本館若手研究者による企画展示解説の他、「錦絵」等を

使用した遊びとして、本物の「錦絵」を見て触り、「立版古」

（たてばんこ　※錦絵を立体化した紙細工）を作成した。

日時：11月3日（土・祝）13:00～15:00

②『うたってみよう　動いてみよう－狂言と常磐津』

一線で活躍されているプロの演者を講師とし、実体験から

資料の解説まで受けられる貴重な機会を提供した。

日時：12月8日（土）13:00～16:00

講師：善竹十郎（能・狂言）

           常磐津和英太夫（常磐津）

           常磐津菊寿郎（常磐津）

会場はいずれも演劇博物館（通訳付き）

■「日本の伝統演劇体験講座」（演劇博物館）

■「来て・見て・楽しい　新宿フィールドミュージアム」（文化企画課）

文化庁が実施する「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事

業」の「ミュージアム活性化支援事業」として、「演劇博物館へようこ

そ」という企画が採択された。

主に新宿区内の小中学校の外国人生徒を対象に、伝統芸能を通

文化企画課では、新宿区の呼びかけ（新宿区文化芸術振興

基本条例）により2011年度から始まった「来て・見て・楽しい

新宿フィールドミュージアム」(主催は同協議会)に参加し、「早

稲田文化芸術週間2012」のプログラムを一般に公開している。

・・・詳細は28ページを参照

じて日本理解をすすめるための体験学習の場を提供する目的で、

2回にわたって「日本の伝統演劇体験講座」を実施した。本事業は

2010年度より実施され、3回目を迎えた。

地
域
交
流
事
業



36

博 物 館 ・ 美 術 館 と の 交 流 事 業

■ 第84回 歴博フォーラム　「河童とはなにか」

■「 ロバート・キャパ／ゲルダー・タロー　二人の写真家」展　早稲田大学プレレクチャー
日　時：11月21日(水)　18時～19時30分

会　場：小野記念講堂

主　催：横浜美術館

協　力：文化推進部

講　師：松永慎太郎

　　　　(横浜美術館　主任学芸員)

博
物
館
・
美
術
館
と
の
交
流
事
業

顕 　 彰 　 事 　 業

１．早稲田大学坪内逍遙大賞 

第三回（2011年）
　大　賞　　野田秀樹

【授賞理由】野田秀樹氏は、現代社会を舞台上に劇化するにあたり、単に

社会に内在する問題を提起するに留まらず、日本の古典文学やギリシャ

神話など多様な世界観を織り込み、知的にもヴィジュアル的にも豊かな、

また、独特の言葉遊びやスピーディな動きを特徴とするエンターテイン

メント性にも富んだ作品を次々に発表し、常に高い評価を得てきた。さ

らに、1987年に『野獣降臨』がエジンバラ国際芸術祭で高評価を得て以

来、英国演劇界とのコラボレーションにおいても高い成果を上げ続ける

など、国際的にも活躍しており、坪内逍遙大賞に相応しいと判断し、大賞

と決定した。

　奨励賞　　円城　塔
【授賞理由】円城塔氏は、該博な自然科学の専門的知識と、幅広い文学的

素養に支えられた独創的な小説の世界を創り出しつつある。その作風は

しばしば極めて難解と評されるが、SF、ファンタジー、メタフィクション、哲

学的思考実験などの様々な領域を自由に探索しながら、この数年の間に

思弁小説(スぺキュラティヴ・フィクション)の未踏の分野を切り拓いてき

た筆力には目覚ましいものがある。『鳥有此譚』『道化師の蝶』『これはペ

ンです』などの作品は、小説の新たな可能性を示すものとして読者を十

分に驚かせたが、この才能はこれからどこに突き進んでいくのだろうか。

今後のさらなる展開に大いに期待したい。

文化推進部は2007年に創立125周年を記念して、「早稲田大学坪内逍遙

大賞」を創設した。この賞は、近代日本の文芸・文化の創造者ともいうべ

き坪内逍遙の精神をひろく未来の文化の新たな創出につなげるという

願いを込め、文芸をはじめとする文化芸術活動において著しい貢献を

なした個人（もしくは団体）を顕彰するものである。また、これからの文化

の担い手である若い才能を応援すべく、奨励賞を併せて授賞する。隔年

で、「大賞」１名、「奨励賞」１名を選んで顕彰し、副賞として記念のメダ

ルと、大賞100万円、奨励賞50万円を贈呈する。「坪内逍遙大賞」は1994

年に岐阜県美濃加茂市が創設し、演劇分野での授賞をしているが、2007

年に本学と美濃加茂市が締結した「文化交流協定」の一環として、本学

は「早稲田大学坪内逍遙大賞」を制定し、互いに隔年で授賞することと

なった。（Ｐ32参照）

あまたある文芸・文化関係の賞のなかで、広く開かれた独自の意義をに

なう賞を目指している。

第３回大賞
野田秀樹氏

第３回奨励賞
円城　塔氏

横浜美術館での「ロバート・キャパ／ゲルダ・タロー 二人の写真

家」展(2013年1月26日～3月24日)開催に先立ち、担当学芸員が詳

しく解説。本展は、報道写真家ロバート・キャパ(本名：アンドレ・

フリードマン)の同館所蔵作品194点と、「ロバート・キャパ」とい

う名前のもう一人の生みの親であるドイツ人女性写真家ゲルダ・

タローの写真85点(ICP所蔵)によって構成される。ことにタローの

写真は国内初の総括的な紹介となる。

大学共同利用機関である国立歴史民俗博物館が、早稲田大学・

日本民俗学会と連携し、総合展示第4展示室「民俗」展示の新構

築に向けてフォーラムを開催した。河童は、鬼や天狗とともに日

本の妖怪のなかでも知名度が高く重要な位置を占めている。水の

妖怪である河童の伝承は各地に豊富で独自の民俗を形づくって

いるだけでなく、歴史・文学・絵画・アニメ・町おこしなどさまざ

まな領域やプロジェクトと関わりながら機能している。本フォーラ

ムでは多面的な視座から河童を取り上げ、その全体像に迫った。

日　時：7月28日（土）13時～17時

会　場：大隈記念講堂大講堂

主　催：国立歴史民族博物館

共　催：文化推進部

後　援：日本民族学会

１．国立歴史民俗博物館との交流事業 

２．横浜美術館との交流事業
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日　時：11月21日(水)　18時～19時30分

会　場：小野記念講堂

主　催：横浜美術館

協　力：文化推進部

講　師：松永慎太郎

　　　　(横浜美術館　主任学芸員)

第一回（2007年）
　大　賞　　村上春樹

【授賞理由】現代小説の可能性を多くの長・短篇で切り開き、「アンダーグ

ラウンド」などノンフィクション作品でも圧倒的な存在感を示した。また、

レイモンド・カーヴァー全集、ティム・オブライエン、J．D．サリンジャー、レ

イモンド・チャンドラー、F．スコット・フィッツジェラルドなどをはじめとす

る優れた翻訳によって、新しい日本語を構築した。

　奨励賞　　川上未映子
【授賞理由】「わたくし率　イン　歯―、または世界」で示された稀有な筆

力と思考力は、読むものに強いインパクトとショックを与え、まったく新し

い日本語表現を見事に切り開いている。また、エッセイ集「それ頭はでか

いです、世界がすこんと入ります」も小説と比肩する、疾走する潔癖さと

でも言える豊富な内容を持っており、身体性と観念性をたくみに行き来

するこの作家の魅力を裏打ちする。

第二回（2009年）
　大　賞　　多和田葉子

【受賞理由】多和田葉子氏は、日本語とドイツ語の両言語で詩や小説を書

き、それぞれの国で高い評価を受けるという、日本文学史上稀に見る異色

のバイリンガル作家である。同氏はまた、ヨーロッパをはじめとする世界

各地での朗読やパフォーマンスを通じて、国際的に活躍している。言語と

国の境界を越えた同氏の実験的な作品は、日本文学の既成の枠組みを拡

張し、新しい時代の世界文学の方向を切り拓くものであり、坪内逍遙大賞

に相応しい画期的な業績であると判断し、大賞と決定した。

　奨励賞　　木内　昇
【受賞理由】木内昇氏の『茗荷谷の猫』は、幕末から昭和まで、百年の時空

を超えて、市井の名も無き人々の夢や挫折が切なく交錯してく、味わい深

い連作小説集である。それぞれの時代にタイムスリップしたような語り

口と、各章の間にはりめぐされた巧みな伏線が見事である。さらに、内田

百閒、江戸川乱歩、中原中也など、各時代の文学者へのオマージュも、こ

の物語世界に奥行を与えている。時代小説だけでなく、新しいタイプの

ファンタジー的作品を書き続けていけるであろう筆力を評価して、奨励

賞と決定した。

３．梓立祭作文・絵画コンクール（高知県宿毛市）
梓立祭（しりつさい）は、「学苑創立の母」と言われる小野梓

(1852-1886)の誕生日2月20日(新暦の3月10日）を記念日として祝

い、小野梓を顕彰するとともに、幕末から明治・大正・昭和へと

時代が変わり行く中でそれぞれの分野で活躍した宿毛の偉人た

ちも順次顕彰し、その足跡に学びながら青少年の健全育成や宿

毛の文化・教育の発展に寄与するものである。2003年より宿毛市

が毎年開催している。

梓立祭の顕彰事業のひとつとして、小野梓に関する作文・絵画を

宿毛市の小中学生から募集し、最優秀賞・優秀賞・奨励賞を本

学総長より授与している。

ht tp: //w w w.gal ler y. ne. jp/~ okut an/ inde x . htm

４．旺文社主催「全国学芸サイエンスコンクール」
「全国の小・中・高校生の研究・アートおよび文芸の振興 奨励

と、青少年の個性の育成」を目的として、1957年から旺文社が毎

年実施している。（後援：内閣府・文部科学省・環境省）

このコンクールは、幅広く多様な分野に部門を設け、児童生徒

がそれぞれの得意分野で制作した作品を応募するコンクールと 

なっている。優秀作品には、内閣総理大臣賞・文部科学大臣賞・

環境大臣賞などが授与される。本学から「早稲田大学総長賞」と

して、文芸部門の優秀者を表彰している。

ht tp: //gak kon.obunsha.co. jp/

顕
彰
事
業

宮崎県出身の歌人、若山牧水(1885-1928)を顕彰する短歌募集事業。

2000年度より毎年延岡市が実施し、本学が後援している。若山は県

立延岡中学を経て、早稲田大学英文科卒（1908）。同級生の北原白

秋(射水)、中林蘇水と親交を厚くし、「早稲田の 三水」と呼ばれる。

毎年、全都道府県から広く募集し、短歌大賞、優秀賞などを決定

しており、本学から「審査員特別賞　早稲田大学賞」として、3名

を顕彰している。

ht tp: //w w w.cit y. nob e ok a. miyaz ak i . jp/content s/ k youiku/ bunk a / b okusui/ inde x . html

２．若山牧水青春短歌大賞（宮崎県延岡市）
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学 術 研 究 書 出 版 制 度

「学術研究書出版制度」(文化企画課所管)は、「Waseda Next 125」に
おける「出版機能検討委員会」の答申を受けて、それまでの「学術出版
補助費」(研究推進部所管)に改良を加える形で、2008年度より始まっ
た。
学術出版を奨励することは、直接的には研究成果を適切かつ公正に
評価して上梓することであるが、その目的は本学の学術情報発信によ

る社会貢献であり、本学のアカデミック・ステイタスをより向上させて
いくことにある。また全学の代表者からなる出版企画委員会が「学術
の品質保証」をすることにより、本学常勤教員および本学で研究指導
を受けた博士学位取得者による研究成果を、早稲田大学出版部を通
じて良質な研究書として世に送り出していくことを目指している。

この学術研究書出版制度では、本学の常勤教員および本学博士学位
取得者（当該博士論文を応募原稿とする場合のみ）を有資格者とし
て年２回募集を行う。応募内容は専ら研究書に限り、専門審査員によ
る書面審査と出版企画委員会での合議審査を経て採否が決定され
る。
募集する種別は、出版機会の提供を趣旨とする「早稲田大学モノグ
ラフ」（主に課程博士論文を対象とする）と本学のアカデミック・ステ
イタスを向上させるために厳選される「早稲田大学学術叢書」の２種
類がある。

またモノグラフとして刊行されたものの中で特に高い評価を得たも
のについては、出版企画委員会の審査を受け再編集を行い、改版し
て学術叢書としての刊行を認める「グレードアップ制度」も整備され
ている。
また、出版にかかる費用については、大学が直接出版経費の全額を
負担している。
ただし、モノグラフについては、研究推進部の公的研究資金の間接費
を財源としている。
※制度の詳細については、「募集要項」に掲載されている。

（1） 出版企画委員会
2008年度

2009年度

2010年度

2011年度

2012年度

第1回

第2回

第3回

第4回

第1回

第2回

第1回

第2回

第1回

第2回

第3回

第1回

第2回

第3回

第4回

募集要項、応募書類の雛形、審査要領等の決定

2008年度第1回目の合議審査と採否決定

学術研究書出版制度開始後の初期点検

2008年度第2回目の合議審査と採否決定

2009年度第1回目の合議審査と採否決定

2009年度第2回目の合議審査と採否決定

2010年度第1回目の合議審査と採否決定

2010年度第2回目の合議審査と採否決定

2011年度第1回目の合議審査と採否決定

2011年度第2回目の合議審査と採否決定

「2012年度募集要項」の持ち回り審議

2012年度委員改選のため新任委員との懇談会

2012年度第1回目の合議審査と採否決定

2012年度第2回目の合議審査と採否決定

「2013年度第1回募集要項と日程」持ち回り審議

※委員会は文化推進を担当する理事の諮問機関として、各学術院選出委員と関係する本部役職者委員等の合計16名で構成されている。

（2008年5月16日）

（2008年7月28日）

（2008年10月1日）

（2008年11月28日）

（2009年7月16日）

（2009年11月27日）

（2010年7月14日）

（2010年11月30日）

（2011年7月13日）

（2011年11月30日

（2012年2月中）

（2012年5月23日）

（2012年7月11日）

（2012年11月28日）

（2013年3月中） 

（2） アドバイザリーボード
2009年度第1回（2009年7月3日） 　第2回（2010年1月13日）

※出版企画委員会から付託された事項につき調査および検討を行い、委員会に報告することを主要な職務としている。

１．学術研究書出版制度成立の経緯と目的

２．学術研究書出版制度の概要

３．出版企画委員会等の動き

学
術
研
究
書
出
版
制
度

早稲田大学モノグラフ 早稲田大学学術叢書
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学 術 研 究 書 出 版 制 度

【 学術研究書出版　応募・採択状況 】

【 早稲田大学学術研究書出版　刊行書籍（2012年度） 】
（１）モノグラフ（早稲田大学出版部刊行）

（２）学術叢書（早稲田大学出版部刊行）

経年 年　度 募集回
モノグラフ 学術叢書 (註)学術叢書(ｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟ)

応募 採択 採択率 応募 採択 採択率 候補 採択 採択率

1 2008 年度
第 1 回 5 4 80.0% 4 1 25.0% － － －
第 2 回 11 10 90.9% 5 1 20.0% － － －

2 2009 年度
第 1 回 11 8 72.7% 2 2 100.0%

1 1 100.0%
第 2 回 9 5 55.6% 7 4 57.1%

3 2010 年度
第 1 回 12 8 66.7% 8 4 50.0%

7 6 85.7%
第 2 回 11 10 90.9% 5 3 60.0%

4 2011 年度
第 1 回 13 11 84.6% 3 1 33.3%

3 3 100.0%
第 2 回 11 11 100.0% 3 2 66.7%

5 2012 年度
第１回 13 13 100.0% 3 0 0.0%

6 5 83.3%
第 2 回 12 10 83.3% 4 2 50.0%

　 （合計） 108 90 － 44 20 － 17 15 －
　 （平均） 10.8 9.0 83.3% 4.4 2.0 45.5% 2.8 2.5 88.2%

（註）グレードアップとは、優秀な研究者の発掘を趣旨として、モノグラフ刊行後に特に高い評価を得たものについて、出版企画委員会での再審査を経た上で、学術叢書として編集・
改版をして刊行するものである。2009 年度末に開始され、2008 年度まで遡って採否が決定されている。※モノグラフ、学術叢書で採択されても著者都合で刊行を取り止めることがある。

刊行番号 著　者 書　名 刊行年月
65 渡　邉　将　智 　『後漢の皇帝支配体制と政治制度の構造』

2012 年 10 月
66 熊　捕　崇　将 　『レジ袋の環境経済・政策研究－環境政策手法の選択問題－』

67 劉　　　建　利 　『終末期医療をめぐる比較法的考察－日本と中国を中心に－』
2012 年 11 月

68 野　口　真　広 　『台湾総督府の統治政策と台湾人－包摂・適応・自主の観点からの再考－』

69 松　本　洋　子 　『日本語母語話者に対する中国語発音教育の理論と実践』 2012 年 10 月

70 松　本　由　美 　『フランスの医療保障システムの歴史的変容』

2012 年 11 月
71 宮　脇　　　郁 　『学習における意図の制御機能－潜在・顕在学習の実験パラダイムによる検証－』

72 石　井　裕　晶 　『戦前期日本の制度変革－営業税廃税運動の政治経済過程－』

73 森　　　佳　子 　『ｵｯﾌｪﾝﾊﾞｯｸの「夢幻ｵﾍﾟﾚｯﾀ」―1870年代パリの演劇文化の変容とミドルカルチャーの誕生―』

74 翁 　　 　　瑋 　『A Multi-Agent Scheduling System for Just-In-Time Production』 2012 年 10 月

75 花　村　信　也 　『Ｍ&Ａと会計情報に関する理論的、実証的研究』
2012 年 11 月

76 仁井田　千　絵 　『アメリカ映画史におけるラジオの影響－異なるメディアの出会い－』

77 宮　﨑　七　湖 　『人文系大学院留学生の文章課題遂行過程における管理プロセス』 2012 年 10 月

78 渡　邊　詞　男 　『ロサンゼルス市におけるミックスト・インカム住宅の開発事業－アフォーダブル住戸供給手法としての可能性－』 2013 年 2 月

79 紀　　　　　萌 　『A Corpus-Based Study of Historical Chinese Lexis』 2013 年 3 月

80 陳　　　丹　舟 　『中国反壟断法(独占禁止法)におけるカルテル規制と社会主義市場経済－産業政策と競争政策の「相剋」－』 2013 年 2 月

81 徳　間　晴　美 　『授業実施における日本語学習のコミュニケーション観に関する研究－「ありたい自分」の実現を支援する教育を目指して－』 2013 年 3 月

82 森　　　祐　司 　『地域銀行の行動分析－地域経済環境と銀行行動の変容－』 2013 年 2 月

83 濱　崎　友　絵 　『トルコにおける「国民音楽」の成立』

2013 年 3 月84 山ノ下　麻木乃 　『京都議定書第二約束期間に向けたＡ／Ｒ　ＣＤＭの改善方策』

85 鵜　沼　秀　行 　『対象の認識における情報の時間空間的統合と知覚的表象の形成』

86 八　木　真奈美 　『人によりそい、社会と対峙する日本語教育－日本社会における移住者のエスノグラフィーから見えるもの－』 2013 年 2 月

87 古　市　太　郎 　『コミュニティの再創成に関する考察－新たな互酬性の形成と場所の創出からなる地域協働－』 2013 年 3 月

刊行番号 著　者 書　名 刊行年月
22 片　木　　　淳 『日独比較研究　市町村合併』 2012年6月

23 鈴　木　理恵子 『Negotiating History』 2012年6月

24 杵　渕　博　樹 『人類は原子力で滅亡した ギュンター・グラスと「女ねずみ」』 2013年3月

学
術
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※編集の関係から刊行が翌年度となることがある。
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発行：2013年3月30日
A5版270ページ

【資料紹介】　
・演劇博物館所蔵役者絵のデータベースと

考証（桑原博行）
・『能囃子番組之留』に見る豊橋の能（佐藤

和道）
・三村竹清日記「不秋草堂日暦（二十一）」
（三村竹清日記研究会）

【研究】
・「自転車に乗る女」のメディア表象：三浦環

から原節子へ（紙屋牧子）
・梅蘭芳の京劇の演技のモダニティに対す

る再考（鄒　元江）
・能のコトバの抑揚（ツヴィカ・セルペル）
・戦後労働運動のメディアとしての幻灯
―日鋼室蘭争議における運用を中心に―
（鷲谷　花）

・The Listener as a Mediator in Beckett’s 
Embers（Naoko Yagi）

2 0 1 2 年 度 　 刊 行 物

　文化推進部の各機関では、所蔵資料の目録、展覧会の図録、研究紀要などを定期的に発行している。2012年度に刊行されたものは以

下のとおりである。

（３）図録　
八代目市川團十郎展

（８）大学文化資源の情報発信―
演博改革の 10 年鳥越館長の時代

発行：2012年9月21日
B5版64ページ
価格：500円（税込）

発行：2013年3月10日
A5判 全6巻 3,100ページ
定価：126,000円（税込）

（1） 館報
演劇博物館　107

（６）坪内逍遙書簡集
全六巻 （逍遙新集）

発行：2012年10月16日
A4変形版96ページ
価格：1000円（税込）

（4） 図録
Finding Shakespeare 展

発行：2013年3月22日
B5版76ページ
価格：500円（税込）

発行：2013年3月22日
A5版330ページ
【研究】リサーチアシスタントの論文集

発行：2012年10月2日
B5版96ページ
価格：800円（税込）

発行：2013年3月25日
A5判 356頁
定価：10,000円（税別）

（２）館報
演劇博物館　108

（７）演劇映像学 2012

【演劇博物館】

（5） 紀要　
演劇研究　第三十六号

刊
行
物
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【目　次】
プリミティヴとモダンの出会い―ご挨拶に代えて（塚原　史）

《論文》
・吉田半迂―人と作品―（浅井京子）
・會津八一の初期の書と良寛（角田勝久）
・會津八一の石仏調査旅行―市島春城の書簡より（大島幸代）
・アベラム族と精霊の関わり（中門亮太）

《研究資料》
・平安時代後期大鎧片とその復元的考察
　―明珍宗恭コレクションから―（加増啓二・進藤敏雄・津野　仁）
・早稲田大学會津八一記念博物館所蔵の武蔵型板碑（伊藤宏之）
・會津八一の戦前蒐集品に関する調査報告（３）
　―伝鳥取県大日寺ほか瓦経 3 点について―（下野玲子）
・1950 年　難波田龍起日記翻刻　付・早稲田大学芸術功労者関連資料（佐藤香里）
・久保田米子氏旧蔵のワルワーラ・ブブノワ作品について（町田つかさ）

《シンポジウム報告》
企画展「早稲田をめぐる画家たちの物語　小泉清・内田巌・曾宮一念・中村彝」関連シンポジウム

「會津八一の弟子たちと落合文化村」報告
・開会のあいさつと趣旨説明（塚原　史）
・早稲田中学を巣立った美術家たちのことなど（丹尾安典）
・旧中村彝アトリエの保存展示―画家のアトリエと落合文化村（中川　武）
・描かれた郊外住宅（文学・映画に見る）（川本三郎）
・パネルディスカッション
2012 年度活動報告
あとがき

2 0 1 2 年 度 　 刊 行 物

　論文6本「戦後の旧学制下における女
性の大学教育の制度的確立に関する一考
察」「大隈重信の文明運動と人生一二五歳
説」「東アジア地域における早稲田大学校
友会」「戦前期早稲田大学の台湾人留学
生」「風見章の原点」「二つの大隈胸像とそ
の制作者ペッチ」、資料紹介2本「早稲田の
野党精神（浅沼稲次郎直筆原稿）」「志冨
靱負関係文書（目録）」、その他早稲田大学
百五十年史編纂事業進捗状況報告、事業報
告、展示会報告等を収録。

発行：2012年9月24日
A4判　124ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2012年11月16日　
A4判　34ページ
価格：800円（税込）

（2）図録
早稲田をめぐる画家たちの物語　
小泉清・内田巖・曾宮一念・中村彝

（3）図録
大久保山
―浅見丘陵の土地利用史―

発行：2013年3月25日
A4判　193ページ
価格：1,500円（税込）

発行：2013年３月1日
A5判　432頁
価格：12,600円(税込) 発行：201２年２月２8日

A5判　424頁

（4）紀要
早稲田大学會津八一
記念博物館研究紀
要　第 14 号

（1） 大隈重信関係文書 9 （2） 紀要
早稲田大学史記要
第四十四巻

発行：2012年5月21日
A4版　115ページ
価格：1,000円（税込）

（1）図録
絵をよむ言葉―美術批評家坂
崎坦・坂崎乙郎のあつめた絵画

【會津博物館】

【大学史資料センター】

刊
行
物
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2 0 1 2 年 度 　 オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ

　早稲田大学では、多くのオリジナルグッズを制作・販売している。ここでは、特に文化推進部の各文化機関が2012年度に制作・販売した

ミュージアムグッズについて記録する。

透明スタンド付（15㎝×15㎝）
1部 500円（税込）

4種類　A4サイズ
各　200円（税込）

12種類　1枚　100円（税込）

8㎝×18㎝　30枚
1冊　300円(税込)

35種類　日本語解説
および封筒付（11㎝×21㎝）
1枚　200円（税込）

(23㎝×10㎝)
１個　300円(税込)

9㎝×9㎝　1セット（10枚）
200円（税込）

（1） 卓上カレンダー 2013

（4） クリアファイル （5） グリーティングカード

（6） チケットホルダー

（7） コースター

（2） ポストカード

（3） 一筆箋

【演劇博物館】

A4サイズ　１枚　200円(税込) 1冊　300円（税込）

32種類　
1枚　100円（税込）

（1）  ｢明暗」クリアファイル （4） ポストカード（3）  一筆箋

1セット(全8枚)　950円(税込)
1枚　120円(税込)

（2） 開館記念名品聚
　　（愛蔵版ポストカード）

【會津博物館】

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
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【文化企画課】

《藪野健　大隈講堂 絵画シリーズ》

2 0 1 2 年 度 　 オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ

A3版　壁掛け
1部　500円（税込）

サイズ　A4
1枚　200円(税込)

75㎜×75㎜　30枚
1冊　150円(税込)

全13種類
1枚　100円(税込)

（1） カレンダー

（6） 大隈講堂
　　一筆箋

（2） クリアファイル

（7） 大隈講堂
　　マグカップ

（4） ミニクリアファイル

(9) 大隈講堂 
　 トートバッグ( ブラック)

（5）ミニメモパッド

（10）大隈講堂
　　　ポストカード

（3） ポストカード

（8） 大隈講堂
　　トートバッグ ( ベージュ )

115㎜×160㎜
１枚　180円(税込)

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

1冊（40枚）300円（税込）

1枚　100円（税込）

口径80mm×高さ88mm
磁器（美濃焼）
1個　1,200円（税込）

W270×H360×D90（mm）
カラー転写プリント
生地：ナイロン100%（厚手）

（裏PVC加工）
持ち手：ポリプロピレン100%
1個　2,750円（税込）

W270×H360×D90（mm）
シルクプリント
生地：ナイロン100%（厚手）

（裏PVC加工）
持ち手：ポリプロピレン100%
1個　2,250円（税込）
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文 化 広 報

文化推進部の広報活動として、定期的に掲載しているも

のを紹介する。以下のほか、文化企画課では、「早稲田

文化メールニュース」を、演劇博物館では、「演劇博物館

メールニュース」を月に１回程度発行している。

１．早稲田学報

２．Waseda Online（ワセダオンライン） （http://www.yomiuri.co.jp/adv/wol/）

隔月発行の校友向け冊子。早稲田大学校友会が発行。
「早稲田文化」コーナーでは、文化推進部4機関と図書館のイベン

ト情報を、シリーズ「わせたから：早稲田のたからもの」では、本学
が所蔵する品々などを様々なエピソードとともに紹介している。

2008年より、Yomiuri Online（読売新聞社インターネット版）に、早稲田大
学のニュースや記事を配信する「ワセダオンライン」が掲載されている。文

化推進部では、「文化」欄に毎月、本学のイベントなどに関する掲載をし
ている。日本語で掲載された後、翌週からは英語訳でも掲載される。

【 早稲田学報「わせたから」掲載記事 】(2012 年 4 月号～ 2013 年 2 月号 )
号　数 記　事　題　名 執　筆　者

2012 年 4 月号 友情のメダル－世紀を超えるメッセージ－ 高橋央（大学史資料センター助手）
6 月号 植田いつ子制作 『ハムレット』オフイーリア衣裳 永井美和子（演劇博物館）
8 月号 濱村蔵六の印章 浅井京子（會津博物館特任教授）

10 月号 俳優・池部良の写真、原稿、切り抜き帳 羽鳥隆英（演劇博物館助手）
12 月号 パプアニューギニアの木鉢 中門亮太（會津博物館助手）

2013 年 2 月号 異国へのまなざし　富田万里子コレクションの阿蘭陀関係資料 會津博物館学芸室

３．新聞・テレビなどで取り上げられた主なもの

【 ワセダオンライン「文化」掲載記事 】(2012 年 4 月～ 2013 年 3 月 )
年　月 記　事　題　名 執　筆　者

2012 年 4 月 つかこうへいと早稲田大学６号館 星野高（演劇博物館助手）
5 月 〈薩摩治郎八関連資料受贈記念展示〉「バロン・サツマが来たァ！」によせて 白濱めぐみ（図書館職員）
6 月 早稲田の群像とその資料――２０１１年度受贈資料展に寄せて 伊東久智（大学史資料センター助手）
7 月 「早稲田学生文化・芸術祭２０１２」に携わって 中原和樹 ( 舞台監督・演出家 )
8 月 早稲田文化芸術週間２０１２参加企画　Theatre Project Si 新作現代能　「骨の夢」 関根勝（国際学術院教授）
9 月 「大隈重信と小野梓─建学の礎」展によせて 伊東久智（大学史資料センター）

10 月 Finding Shakespeare 展に寄せて 大木シエキエルチャック絢深（演劇博物館助手）
11 月 「早稲田大学芸術功労者 阿刀田 高 展 ――短編小説を知っていますか――」 山本さぎり（文化企画課常勤嘱託）
12 月 大久保山　―浅見丘陵の土地利用史―　早大本庄キャンパスに眠る遺跡 中門亮太（會津博物館助手）

2013 年 1 月 多和田葉子＆高瀬アキ　パフォーマンスとワークショップについて 松永美穂（文学学術院教授）
2 月 早稲田大学お抱え書家の３０年 渡部大語 ( 早稲田大学嘱託書家 )
3 月 「近世の禅画」展 ―富岡コレクションより― 浅井京子（會津博物館特任教授）

年.月.日 媒　体 記事題名 取り扱い箇所
2012.3.24

2012.4.5
2012.4.6

2012.4.15

岐阜新聞
東京新聞
中日新聞
朝日新聞

戦地に逝ったワセダのヒーロー
― 松井栄造の24年－

大学史資料
センター

2012.6.10 朝日新聞 雲をつかむ話 文化企画課
2012.5.9 東京新聞 70年代演劇界の寵児「つかこうへいさんとは」 演劇博物館

2012.5.11 東京新聞 3俳優が座談会「つかこうへいさん」語る 演劇博物館
2012.5.26 読売新聞　 「究極の舞台衣装」展覧会 演劇博物館

2012.6.8 東京新聞 つかこうへい再び 演劇博物館
2012.6.15 毎日新聞 植田いつ子展 演劇博物館

2012.6.21 新美術新聞 「絵をよむ言葉－美術批評家坂
崎坦・坂崎乙郎のあつめた絵」 會津博物館

2012.6.22 朝日新聞 70～80年代「つか」作品上映 演劇博物館
2012.6.22 毎日新聞 植田いつ子展 演劇博物館
2012.6.25 読売新聞 七代目團十郎　喜びの書簡 演劇博物館

2012.7.2 読売新聞 "團十郎家　喜びも悲しみも七、八代目から書簡　交流深く" 演劇博物館
2012.9.7 読売新聞 池部さんの背のう寄贈 演劇博物館
2012.9.7 中日新聞 「早大の学生劇団　演劇で深める絆」 文化企画課

2012.9.7 岐阜新聞 「加茂高生　表現力磨く　早稲田演劇
サークルと交流」 文化企画課

2012.9.12 中日新聞 「早大学生劇団　幻想的舞台」 文化企画課
2012.9.26 読売新聞　 團十郎　七・八代目の素顔　書簡10通を公開 演劇博物館
2012.9.26 静岡新聞 七代目市川團十郎一家の書簡　 演劇博物館

2012.10.1 読売新聞 衣装や役者絵、書簡類も　日比谷図書文化館「市川
團十郎　荒事の世界」展と共に掲載 演劇博物館

2012.10.7 ＮＨＫテレビ
「早稲田をめぐる画家たちの物語　小泉清・内田巖・

曾宮一念・中村彜」展を、日曜美術館－　特集「横山
大観を支えた匠たち」内での展覧会情報告知

會津博物館

文
化
広
報

年.月.日  媒　体 記事題名 取り扱い箇所
2012.10.15 月刊書道界 「春城をめぐる印人たち」 會津博物館
2012.10.19 読売新聞 池部良展関連演劇講座 演劇博物館
2012.10.23 毎日小学生新聞 毎小ミュージアム 演劇博物館

2012.10.25 広報しんじゅく
区民の広場

「早稲田をめぐる画家たちの物語　
小泉清・内田巖・曾宮一念・中村彜」 會津博物館

2012.10.26 週刊ポスト
坪内祐三の美術批評

「早稲田をめぐる画家たちの物語　
小泉清・内田巖・曾宮一念・中村彜」 會津博物館

2012.11.2 公明新聞 江戸の大スター　八代目市川團十郎の書状 演劇博物館
2012.11.30 読売新聞 富岡鐵斎 會津博物館

2012.12.1 月刊絵手紙12月号 富岡鐵斎 會津博物館
2012.12.13 朝日新聞 ミュージアムツアー 演劇博物館
2012.12.15 月刊水墨画1月号 富岡鐵斎 會津博物館
2012.12.24 産経新聞 阿刀田高展 文化企画課

2013.2.1 広報ほんじょう 早稲田大学「大久保山」展公開
講座の参加者を募集 文化企画課

2013.2.8 埼北よみうり 土器など約200点展示「大久保
山－浅見丘陵の土地利用史－」 文化企画課

2013.2.22 埼玉新聞 暮らしたどる200点　本庄早稲田
で大久保山展 遺跡資料や埴輪も 文化企画課

2013.2.29 朝日新聞 70年代「つかブーム」に迫る 演劇博物館
2013.3.20 社会新報 日本よりも中南米で高い評価 演劇博物館
2013.3.21 新美術新聞 動物たち 會津博物館
2013.3.26 読売新聞 「志賀直哉　歌右衛門への賛辞」 演劇博物館
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文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル

バ ー チ ャ ル ・ ミ ュ ー ジ ア ム
収 蔵 品 を ネ ッ ト で 閲 覧 （ 文 化 資 源 情 報 ポ ー タ ル ）

h t t p : / / w w w . e n p a k u . w a s e d a . a c . j p / d b / c r / p o r t a l /

１．目　的

２．主要機能・特徴

早稲田大学の各機関ごとに現在公開している文化資源データベー

スを横断的に検索できるようにして、貴重資料をネット上で検索・

閲覧できるようにすること、また個々の資料の関連性を把握でき

るようにすることにより、教育・研究に役立つだけでなく広く社会

に本学の文化資源情報を発信することを目的としております。

坪内博士記念演劇博物館（10 データベース）、會津八一記念博

物館（10 データベース）、大学史資料センター（3 データベース）

の各データベースを一元的に横断検索し、閲覧することができる

システムです。閲覧できる内容は、データベース化された文化資

源の学術的な解説、画像などです。

たとえば「大隈重信」と入力すると、該当する資料を所蔵する機

関、そのデータベース名、件数が横断検索されます。その検索

結果からさらに具体的な作品タイトル、作者などが表示され、最

終的に個々の文化資源情報に到達することができます。

現状ではすべての収蔵品がデジタル化されているわけではありま

せんが、今後さらに新規データベースを構築して順次追加してい

く予定です。また上記三機関が機動的に文化資源を Web 公開す

るための共通プラットフォームの構築を進めていくことも計画し

ています。
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博 物 館 ・ 資 料 セ ン タ ー お よ び 文 化 施 設 の 概 要

名 称 坪内博士記念演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター
所 在 地 ５号館 ２号館 １２０-１号館

概 要

１階：シェイクスピアの世界
六世中村歌右衛門記念
特別展示室

１階：企画展示室
富岡重憲コレクション展示室
大隈記念室

（大学史資料センター所管） レファレンスルーム
（120-4号館・地下1階）
・歴史的資料
・高等教育出版物
・高等教育関係資料

２階：逍遙記念室、民俗芸能、
企画展示室 ２階：常設展示室

・東洋美術資料
・日本近代美術資料
・考古資料
・アイヌ民族資料
・書画作品

３階：日本の演劇
（古代、中世、近世、近代、現代）

和書閲覧室（５号館１階）
外国語図書閲覧室（６号館３階）
ＡＶブース（６号館３階）

お問合せ
Tel：03-5286-1829 Tel：03-5286-3835 Tel：03-5286-1814

E-mail：enpaku@list.waseda.jp E-mail：aizu@list.waseda.jp E-mail：archives@list.waseda.jp

【 博物館・資料センターの概要 】

【 文化施設の概要 】

名 称
大隈記念講堂

小野記念講堂 ワセダギャラリー 125 記念室大講堂 小講堂
所  在  地 21 号館１階 21 号館地階 27 号館地階 27 号館１階 26 号館 10 階

利 用 目 的
式典
講演・討論
舞台

講演・討論
舞台

講演・討論
舞台・映画

小規模な企画展
写真・絵画等

展覧会
美術品・貴重品

座  席  数 1,121 席
（車椅子用 2 席）

300 席
（車椅子用 1 席）

206 席
（最小 166・最大 236 席 ) － －

主 要 設 備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
同時通訳設備
ネットワーク設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備

常設展示壁
可動式展示壁
展示台
ディスプレイ

展示ケース
映像音響設備

付 属 施 設

控室
調整室
調光室
映写室
同時通訳ブース

控室
調整室

楽屋・準備室
調整室

そ  の  他 貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

※文化推進部主催
　展覧会のみ

※「125 記念室」は貸し出しの対象ではありません。

大隈記念講堂
大講堂

大隈記念講堂
小講堂

文
化
施
設
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文 化 施 設 の 紹 介

講 堂 設 備 技 能 判 定 会 ・ 初 心 者 説 明 会

１．大隈記念講堂 （収容客席：大講堂 1,123 席、小講堂 301 席）

２．小野記念講堂 （収容客席：206 席　※舞台床板の増減により 166 ～ 236 席まで変動可能）

３．ワセダギャラリー （56.35㎡）

文化推進部は「大隈記念講堂」「小野記念講堂」「ワセ

ダギャラリー」を管理、運営している。学内行事を中心

に開催している。その他、学生団体を含め、学内団体の

みならず、学外の機関、団体にも広く利用されている。ま

た、大隈記念講堂については、外部からの多くの見学者

が訪れている。

大隈重信を偲び、創立45周年の1927(昭和2)年10月15日に竣工

された。創立125周年にあたる2007年10月に、改修工事を終え、リ

ニューアルオープンされた。    

全館空調設備が整えられ、情報系の設備も完備した多様な用途

に応えられる施設となった。本学のシンボルとして、大隈講堂は大

講堂、小講堂とも学内外の機関から国際会議、演劇、コンサート、

映画上映などに利用されている。   

大隈記念講堂は、2007年12月に国の重要文化財に指定され、ま

た、2008年5月には照明普及賞（社団法人照明学会）を受賞した。

学生団体が講堂に設置されている照明や音響設備を利用するに

あたり、技能判定会の受験を義務付けている。専門技師により

講堂設備を使いこなせる技術力の判定を行い、技量のある学生

に調整室への入室許可を与えている。年二回、春と秋に開催し

ている。

また、2010 年度より、初心者学生向けの音響・照明設備に関す

る説明会を行っている。学生向けは年二回、教職員向けやイベ

ントに関連したものは年一回開催している。

（1）講堂設備技能判定会
■大隈記念講堂（照明設備）

【第10回】8月6日、7日を予定 (参加者なしのため開催せず)

【第11回】2013年2月26日、2月27日（参加7名）
※大隈記念講堂の音響設備技能判定会は実施していない。

■小野記念講堂（照明設備）

【第7回】8月29日を予定（参加者なしのため開催せず）【第8

回】2013年2月8日、2月13日（参加8名）

■小野記念講堂（音響）

【第7回】8月28日（参加者なしのため開催せず）

【第8回】2013年2月7日（参加1名）

正門前の歴史的景観ゾーン整備の一環として、2005年に建設され

た小野梓記念館（27号館）の地下2階にオープンした。「文化活動

の成果を発表し、さらに世界の文化と交流を図るためのホール」

することを目的とし、講演や舞台などに利用されている。

小野梓記念館の１階にあり、小規模ながらも正門前広場に面して

気軽に立ち寄れるように設置された。小規模な写真展、絵画展な

どに利用されている。（※学内箇所・教職員利用可）

     

小野記念講堂 ワセダギャラリー

（2）講堂設備初心者説明会
■学生向け（一般学生及び早稲田学生・文化芸術祭参加団体

向け）（於小野記念講堂）

【第4回】9月13日（参加3名）

【第5回】2013年3月27日（参加2名）

■教職員向け（於小野記念講堂）

【第2回】参加者なしのため開催せず。

文
化
施
設
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■文化推進部 ( 文化企画課所管 )

No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 十重田裕一 文化推進部長

第４条一号による委員
2 石見　清裕 文化推進部副部長
3 大野　髙裕 教務部長

第４条二号による委員4 笹倉　和幸 学生部長

5 守田　芳秋    (～2012.11.30)
横山　勝常    (2012.12.1 ～ ) 総務部長

6 根本　　進 社会連携推進室長
第４条三号による委員

7 畑　　恵子　( ～ 2012.9.20)
三神　弘子　(2012.9.21 ～ ) 国際コミュニティセンター長

8 竹本　幹夫 坪内博士記念演劇博物館長

第４条四号による委員9 藪野　　健　( ～ 2012.9.20)
塚原　　史　(2012.9.21 ～ ) 會津八一記念博物館長

10 大日方純夫 大学史資料センター所長
11 飯島　昇藏 図書館長

第４条五号による委員12 加藤　哲夫 エクステンションセンター所長
13 川口　　浩 競技スポーツセンター所長
14 紙屋　敦之 平山郁夫記念ボランティアセンター所長
15 橋本　周司 学事統括文化事業担当常任理事

第４条第２項による委員
16 藁谷　友紀 文化推進部門総括理事
17 紙屋　敦之 学生部門総括理事

18 本多　聖治     (～2012.11.30)
守田　芳秋     (2012.12.1 ～ )

総務部門総括常任理事
総務部門総括理事

(嘱任期間は2012年5月1日～2014年4月30日) 

No. 氏名 所属・役職 選出区分
（理　事）

1 橋本　周司 文化事業担当常任理事
2 藁谷　友紀 文化推進部門総括理事

No. 氏名 所属・役職
1 藁谷　友紀 文化推進部門総括理事
2 十重田裕一 文化推進部長
3 石見　清裕 文化推進部副部長
4 竹本　幹夫 坪内博士記念演劇博物館館長

5 藪野健 ( ～ 2012.9.20)
塚原史 (2012.9.21 ～ ) 會津八一記念博物館館長

6 大日方純夫 大学史資料センター所長
　　　　　※会議には文化推進部事務部長、三機関事務長、

担当課長が陪席する。

(嘱任期間：2012年5月1日～2014年4月30日)
No. 氏名 所属・役職
1 阿刀田　高 作家 ( 元早稲田大学客員教授 )

2 岩本　憲児 早稲田大学名誉教授、
日本大学芸術学部教授

3 鳥越　文蔵 早稲田大学名誉教授

4 永井多恵子 元日本放送協会副会長
( 社 ) 国際演劇協会日本センター会長

5 山本　健一 演劇評論家、
元朝日新聞東京本社編集委員

　　※所属は2013年3月現在

１．文化推進会議
（1）開催記録

2012年度は開催せず

（2）委員

4．出版企画委員会
（1）開催記録

第1回　2012年5月23日　　　第2回　2012年7月11日
第3回　2012年11月28日　　  第4回　2013年3月(持ち回り審議)

（2）委員

２．三機関長協議会
（1）開催記録

第１回　2012年7月18日　　第２回　2012年11月14日

（2）委員

3．アドバイザリー・コミッティ
（1）開催記録

2012年度開催せず

（2）委員

各
種
会
議
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No. 氏名 所属・役職 選出区分
（委　員）

1 大野　髙裕 教務部長 一号委員 ( 教務部長 )
2 石山　敦士 研究推進部長 二号委員 ( 研究推進部長 )
3 十重田裕一 文化推進部長 三号委員 ( 文化推進部長 )
4 飯島　昇藏 図書館長 四号委員 ( 図書館長 )
5 河野　　勝 政治経済学術院教授

五号委員 ( 学術院長推薦委員 )

6 首藤佐智子 法学学術院准教授
7 兼築　信行 文学学術院教授
8 桑野　　隆 教育・総合科学学術院教授
9 蟻川　靖浩 商学学術院准教授

10 菅野　由弘 理工学術院教授
11 池田　雅之 社会科学総合学術院教授
12 蔵持不三也 人間科学学術院教授
13 平田　竹男 スポーツ科学学術院教授
14 中村　　清 国際学術院教授
15 宗像　和重 政治経済学術院教授 六号委員 ( 文化推進を担当する理事が

指名する教職員、若干名 )16 石見　清裕 文化推進部副部長

◎ = 委員長　○ = 副委員長

１．演劇博物館協議員会
（1）開催記録

第１回　2012年5月22日　　　第２回　2012年7月10日
第３回　2012年11月6日　　　 第４回　2013年3月5日

（2）委員
(嘱任期間：2012年4月1日～2013年3月31日)

No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 岡崎　由美 文学学術院教授

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館規
則第 9 条一号による委員
( 文学学術院選出 )

2 岡室美奈子
※ 1 武田　潔 文学学術院教授

3 小松　　弘 文学学術院教授
4 児玉　竜一 文学学術院教授
5 水谷　八也 文学学術院教授
6 藤井慎太郎 文学学術院准教授
7 八木　斉子 政治経済学術院准教授

第 9 条二号による委員
( 第一号以外の学術院・学校選出 )

8 本山　哲人 法学学術院准教授
9 金井　景子 教育・総合科学学術院教授

10 平井　　裕 商学学術院教授
11 熊　　遠報 理工学術院教授
12 内藤　　明 社会科学総合学術院教授
13 中村　　要 人間科学学術院准教授
14 杉山　千鶴 スポーツ科学学術院教授
15 三神　弘子 国際学術院教授
16 中 村　 良 衛 高等学院教諭
17 吉田　　茂 本庄高等学院教諭
18 伊沢　　久 芸術学校教授
19 濱口　幸一 前川口芸術学校教授

20 藪野　　健
※ 2 塚原　史 會津博物館館長 第 9 条三号による委員

21 竹本　幹夫 演劇博物館館長
第 9 条四号による委員

22 秋葉　裕一
※ 1 岡室美奈子 演劇博物館副館長

■演劇博物館

◎

2 0 1 2 年 度 　 各 種 会 議

○

○

※ 1　2012 年 9 月 21 日付　副館長交代による。
※ 2　2012 年 9 月 21 日付　會津博物館館長交代による。
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■文化推進部 ( 文化企画課所管 )

■會津博物館
１．會津八一記念博物館協議員会

（1） 開催記録
第１回　2012年5月28日　第２回　2012年11月5日　第３回　2013年1月28日

（2）委員
(2012年12月1日現在)

No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 宗像　和重 政治経済学術院教授

第 10 条一号による委員

( 学術院選出 )

2 相澤　正己 法学学術院教授
3 内田　啓一 文学学術院教授
4 中嶋　　隆 教育・総合科学学術院教授
5 晝間　文彦 商学学術院教授
6 中島　啓幾 理工学術院教授
7 島　　善髙 社会科学総合学術院教授
8 余語　琢磨 人間科学学術院教授
9 志々田文明 スポーツ科学学術院教授

10 平山　　廉 国際学術院教授
11 大髙保二郎 法学学術院教授

第 10 条二号による委員

( 館長推薦 )

12 岡内　三眞 文学学術院教授
13 丹尾　安典 文学学術院教授
14 益田　朋幸 文学学術院教授
15 成澤　勝嗣 文学学術院教授
16 大橋　一章 文学学術院教授
17 千葉　俊二 文学学術院教授
18 嶋村　紘輝 商学学術院教授
19 藪野　　健 理工学術院教授
20 古谷　誠章 理工学術院教授
21 内田　悦生 理工学術院教授
22 佐藤　洋一 社会科学総合学術院教授
23 浅井　京子 會津八一記念博物館特任教授
24 飯島　昇藏 図書館長

第 10 条三号による委員25 竹本　幹夫 坪内博士記念演劇博物館館長
26 松山　泰男 メディアネットワークセンター所長
27 大日方純夫 大学史資料センター所長
28 橋本　周司 常任理事 ( 学事統括、文化推進担当 ) 第 10 条四号による委員
29 大野　髙裕 教務部長

第 10 条五号による委員
30 十重田裕一 文化推進部長
31 塚原　　史 會津八一記念博物館館長

第 10 号六号による委員
32 川尻　秋生 會津八一記念博物館副館長
33 尾崎　健夫 會津八一記念博物館事務長 第 10 条七号による委員

各
種
会
議

2 0 1 2 年 度 　 各 種 会 議
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(2013年3月31日現在)
No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 藁谷　友紀 理事 ( 文化推進部門総括 ) 第８条一号による委員
2 堀　　真清 政治経済学術院教授

第８条二号による委員

3 吉田　　裕 法学学術院教授
4 森田　貴子 文学学術院准教授
5 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
6 小倉　一哉 商学学術院准教授
7 清宮　　理 理工学術院教授
8 島　　善高 社会科学総合学術院教授
9 加藤　茂生 人間科学学術院専任講師

10 石井　昌幸 スポーツ科学学術院准教授
11 山岡　道男 国際学術院教授
12 谷口　邦生 理事 ( 校友連携 )・校友会常任幹事 第８条三号による委員
13 沖　　清豪 文学学術院教授

第８条四号による委員
14 北河　賢三 教育・総合科学学術院教授
15 大日方純夫 大学史資料センター所長

第８条五号による委員

16 大野　髙裕 教務部長
17 飯島　昇藏 図書館長
18 塚 原　 史 會津八一記念博物館館長
19 十重田裕一 文化推進部長
20 横山　勝常 総務部長
21 浅野　　隆 大学史資料センター事務長

各
種
会
議

(2013年3月31日現在)
No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 藁谷　友紀 理事 ( 文化推進部門総括 )

第４条一号による委員2 田中　愛治 理事 ( 教務部門総括 )
3 守田　芳秋 理事 ( 総務部門総括 )
4 大日方純夫 大学史資料センター所長 第４条二号による委員
5 十重田裕一 文化推進部長

第４条三号による委員6 深川由起子 広報室長
7 飯島　昇蔵 図書館長
8 川口　　浩 政治経済学術院教授

第４条四号による委員

9 原田　俊彦 法学学術院教授
10 真辺　将之 文学学術院准教授
11 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
12 横山　将義 商学学術院教授
13 清宮　　理 理工学術院教授
14 島　　善高 社会科学総合学術院教授
15 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
16 志々田文明 スポーツ科学学術院教授
17 吉岡　英幸 国際学術院教授
18 浅古　　弘 大学院法務研究科教授

第４条五号による委員
19 沖　　清豪 文学学術院教授

２．早稲田大学百五十年史編纂委員会
（1）開催記録

第１回　2012 年 12 月 11 日

（2）委員

2 0 1 2 年 度 　 各 種 会 議

■大学史資料センター
１．大学史資料センター運営委員会

（1） 開催記録
第１回　2012年6月6日　　　第２回　2012年11月28日

（2）委員
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統
計

以下の統計は、年度ごとの開館日数、展覧会の入館者数、展覧会の件数、催し物 ( 公演・講演会等 ) の件数、他機関からの出品依頼・

展示協力、寄贈資料数などである。ただし、常設展覧会については、統計に含まれない。

■１．各文化機関の状況

2012 年度 開館日数 入館者数 展覧会 催し物
( 公演・講演会等 ) 出品・展示協力 寄贈資料

演劇博物館 274 日 51, 543 人 8 件 9 件 23 件 255件

會津博物館 247 日 36,493 人 9 件 1 件 16 件 466点(19件)

大学史資料センター 285 日 4,692 人 3 件 1 件 5 件 553点

文化企画課 165 日 3,258 人 3 件 2 件 1 件 ー

■２．受入図書の状況

■３．施設利用の状況

2012年度 和書 アジア圏図書
（中国語・韓国語） 洋書 貴重書 AV資料 計

演劇博物館 2,147冊 496冊 342冊 817冊 902点 4,704冊

和書 資料 － － － －

會津博物館 509冊 － 8冊 － － 517冊

購入図書 寄贈図書 AV資料 その他 － 計

大学史資料センター 391点 280点 19点 30点 － 720点

2012年度
使用日数※1 利用件数

利用団体内訳 その他※2
利用日数文化施設 学内箇所 学生団体 学外団体(有料)

大隈記念講堂(大講堂) 196日 222件 206件 16件 0 92日

大隈記念講堂(小講堂) 186日 206件 200件 6件 0 80日

小野記念講堂 192日 210件 200件 5件 ５件 58日

ワセダギャラリー※3 199日 27件 － － － －

※演劇博物館は、演劇・映像関係図書収蔵の図書館を併設し、和書・アジア圏図書・洋書・貴重書・ＡＶ資料などを閲覧できる。
※大学史資料センターは、2号館１階に「大隈記念室」(常設展示)を持つ。

※　大隈記念講堂・小野記念講堂については、1～4月と8月は、公式行事、定期点検・清掃等(メンテナンス)のため、原則一般貸出しは行っていない。

※1.　使用日数には、本番当日だけではなく、リハーサル、設営準備、撤収日も含む。
※2.　「その他」とは、下見、見学、施設点検、定期清掃など。
※3.　学内箇所のみ利用可能である。

2 0 1 2 年 度 　 統 　 計



            

早稲田通り

地下鉄早稲田駅

都電早稲田駅

新目白通り

江戸川橋

高田馬場

北門

正門

小野記念講堂
大学史資料センター

大隈記念講堂

中央図書館 坪内博士記念
演劇博物館

125記念室
（大隈記念タワー）

2号館

南門

ワセダギャラリー

大隈記念室

會津八一記念博物館

早稲田大学　文化推進部年報　2012 年度版
2013 年 6月 28 日発行　　　発行人／十重田裕一　　企画・編集・発行／早稲田大学文化推進部

早稲田大学　文化推進部
〒169 - 8050 東 京都新宿区西早 稲田 1- 6 -1

文化企画課
Tel：03-5272- 4783　Fa x：03-5272- 478 4

ht tp: //w w w.wase dabunk a . jp/　E- mai l：ar t- cul ture@l is t .wase da . jp

坪内博士記念演劇博物館
Tel：03-528 6 -1829　Fa x：03-5273- 4398

ht tp: //w w w.wase da . jp/enpaku /　E- mai l：enpaku@lis t .wase da . jp

會津八一記念博物館
Tel：03-528 6 -3835　Fa x：03-528 6 -1812

ht tp: //w w w.wase da . jp/aizu /　E- mai l：aizu@l is t .wase da . jp

大学史資料センター
Tel：03-528 6 -1814　Fa x：03-528 6 -1815  

ht tp: //w w w.wase da . jp/archives/　E- mai l：archives@l is t .wase da . jp

文化施設マップ・連絡先一覧
ht t p : / / www . w a s e d a b u n k a . j p / r e s o u r c e / 早
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